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論の基礎学習
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最新刊発売中〃●佐藤裕＝著

より効果的な技術教育を実践するためには、まず教師自身が技術の基礎であ

る自然科学を根底から再学習しなければならないという見地から、教師のた

めの電気理論を工学と融合させながら解説。雑誌「技術教育」に連載された

好評の「教師のための地気入門」の論考に加筆訂正した害。
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第１章電気理論の基礎１オームの法則２竜気の正体３電流と磁万４電力(ほか４題）

第２章真空管とその諸作用１真空管の椛造と特性２真空管の作用と回路

第３章トランジスタとその作用１半導体中の電流２トランジスタ３トランジスタの増|聯回路

第４章電動機１旗流遮動機２誘導電動機

第５章計測および計測機器１メーター２メーターの使用法３各砿の計測機器

第６章数学の基礎
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自 主的な教育研究への道と

男女共学への道

－最近の実践・研究の混乱状況の中で－

佐 藤殖
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中学校学習指導要領案が発表されてから，もう

半年も経ってしまった。私たち民間教育研究団体

はともかくとして，組合教研でもまだ一つ一つの

内容を検討してはいないし，特に現場教師は指導

要領そのものを手にしていないほどたちおくれて

いる。今年はいわゆる文部教研はない。なぜやめ

たのか。おもて向きは移行措置対策とのことであ

るが，もう一つ考えられるのは一応の成果を挙げ

得たとの判断もあるのではなかろうか。その成果

とは一体なんなのだろう。東京にいて感じること

をそのまま述べても当らないかもしれないが，簸

近の技術・家庭科教師，特に技術科教師の実践や

研究態度を見ていて背すじの寒くなるおもいを強

めているので一言述べたい。

Ｄ・－人コツコツ。同市・区内の学校間の連絡も

まったくないが，：１つとび越して都の教育研究所

とか教科書会社などとの結びつきは強い。

Ｅ・その他，私たち民間団･体にとび込む教師。組

合教研に年に１度は顔を出す教師。地城内でなん

とかしたいと考え悩む教師。職場の中でがんばる

ことが現在最も大切と考える教師（自分の職場内だ

けというのでは問題も残るが)。

まだいろいろな例があろう。私が感じ恐れるの

は，これら（Ｅの例は少いし，背すじの暖る方だから

話しは別)の状況の中に何か退廃的な気分を見出す

ことがしばしばあることである。ＡもＢも仕事は

投げやり気分になるし，また上部とつながりを持

つだけの力のある教師にもその気分を感ずるので

ある。都の研究員という形で少し認められた形。

あるいは研科所の調査員という形で上部と接触す

る形。文部教研はなくなったが，これまでの研究

体制をくずすのはもったいないからということ

で，技術科教育課程研究集会を組織しようという

ことで，その向きで研究員(いわゆる文部教研型の）

になる形。こうしてさまざまな形で上部へつなが

りを持つ教師の中には，指導主事や教頭任用試験

を受けよう，受かりたいという願いの人もでてく

る。としてもその門は狭い（東京都で40才以上の適

令期を迎える中学校教師は約7000人。教頭は年に小中

合せて約300～250人任用)。上とのつながりがあっ

ても，もう一ヒネリしなければとても校長コース

の入口にも立てない。（一方，みのべ都政下で人j事の

民主化運動も進んでいるし）

こうした状況の中で私の感じたことは教師相互

《
、
角

その１実践や研究の実態

せまい範囲での見聞から，実態を三股化するこ

とはできないが，いくつかの,例をあげてみたい。

Ａ・技術科の授業が苦痛でたまらない。機械は予

算がくるので買うが，もう５年以上も動かしたこ

とがない｡授業は製図お板襟･お話し(おはなしのた

れを集めるのも苦痛になってきた)：ほかに転科した

い(実際には４人の例を知っている)。

Ｂ、なんとか教科書に従った授業だけはやるよう

に努力する－教材の形式化・個定化が進行して

いる。

Ｃ、Ｂの中からいわゆるまとめ役を賀う人が出て

くる。都・市・郡の指導主事と連絡が保たれ，自

分の地域内で若干の影響力を持つようになるが，

また離れてしまう仲間教師もいる。

「
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く考えてしまう状況下にあるわけである。私たち

が職場や地区で定員増や教育予算要求の運動を進

めつつあることと同時に，この偏見を打破る闘い

を起こさねばならない。そのことは非常に困難な

ことであるが，まず職場や地区内の同教科教師が

話し合う場を持ち，悩みを打ちあけ，不信から脱

け出さねばなるまい。文部省とか，上のほうの人

はそのことを嫌い，あるいは敵視する場合もあろ

う。教師一人一人をバラバラにし，落ちる者は沈

むままにし，浮かび上る者にはヒモを与えようと

することと，教育内容の反動化を進めることとは

表裏一体なのである。

その２その背景一よろこぶ者はだれか－

なぜこのような状況が出てきているのだろう。

一口に「反動文教政策の結果だ」と言ってすます

ことはできない。技術・家庭科発足以来10年。ま

たここで改訂指導要領が出た。その内容は技術教

育をますます退化させる方向であることはすでに

何回も指摘されている(本紙２．３月号特集)。しか

し反動化うんぬんは本教科･に限ったことではな

い。技術・家庭科に特に強く現われている実践や

研究の阻害状況を再確認しておくことも大切であ

ろうと思う。思いつくままに挙げるが，

１つは，本教科の性格上，どうしても実践・・作

業が伴う。工具・機械の数量は1000点を越える

（6～17学級・文部省基準)。生徒はいつケガをする

かも知れない。１時間の授業に饗す教師のエネル

ギーは他教科の想像もつかないほどであろう－

まともな授業なら一そうした教科の性格上の問題

が一つ。次は施設設備の貧困との闘いが出てく

る。せまい実習室．多い生徒数．とてもたりない

文部省基準。ちょっとでもなにか実習をしようと

すれば，まる一日，いや一週間。目のまわるいそ

がしさでグッタリしてしまう。その上やれクラブ

・ホームルーム・技務分業掌と他の教師とは何の

区別もないわけである。その３つめとしては，こ

れはあまりよいことではないが，高校入試の試験

科目からはずれたことが影となっている状況。さ

らに技術・家庭科を一般教科と較べて特殊な目で

見る状況もあろう。こうした中で本科から少しで

も抜け出たいという要求が出てくる。この最後の

“特殊性”は根強く私たち自体の中にも巣喰って

いるのではなかろうか。基本的には戦前の作業科

・家政科の片輪性が流れているわけであるが，男

女別学で何かカタカタトントンやっている質の低

い教科･であるという偏見と，男女は別でよいのだ

という本科教師の偏見の二重唱が，ますます本教

科を救い難いものに見せているのではないか。そ

してまた，これらの偏見が偏見どころか文部省の

規定するものであり，私たちの守るべき城のごと

》
日

その３信頼を回復し本教科を一般化する運動を

進めるために

ある人は教科の実践に自信を持っている。ある

人は少くとも，この教科で生徒は生き生きするこ

とに期待をかけ，もっと研究したいと考えてい

る。ある人は研究会で役づきになり指導要領や指

導書の片棒をかつごうと思う。それぞれみな人間

的な要素がある。しかしもう一方に否定された要

素にあえぐ実態もある。ある人は同教科の仲間と

会合するのもいやだ－オレはなんにもやりたくな

い一一話し合いたくない－こういう仲間の中で次

の３つのことの１つでもよいから考えている仲間

ならば話し合いはできると思う。

1．技術・家庭科で生徒は生き生きすることがで

きるはずだから捨て．切れない。

2．とにかくこの教科でやってゆくしかない。

3．困ったこと，悩みごとがある（本科の教師とし

て)。

そして，話しはまず現におかれている状況や，

言いたいことから始め，要求や希望を語り合うこ

とである。市区町村単‘位の研究会が往有にして何

かの伝達や押しつけ機関化していれば，まさに不

毛の地となるだろう。さて，そんなことは教科･の

研究とは関係ないではないかということも一方に

はあろう。私たち産教連の実践や研究は相当進ん

で来ていると言ってもよいし，また各地高い実践

家もいる。私たちの研究は名をあげるためのもの

ではない－それは生徒のためであり，本教科の

可

３

間の不・信が増大し定着化していること。無気力教

師が増加していることである。



一般化の運動である。一人一人が勝手に上の方と

の関･係で研究するのは私は研究ではなく，その人

の精進だと思う。私たちの一般化の研究や運動が

拡まらない状況があることは今述べてきたが，そ

うした状況だからこそ研究や実践を生み出そうと

している。であるから精進とは異質である。とい

ってその研究成果を振り回すことは，混乱しつつ

ある現場には益することは少い。どの成果をどの

ように発表すべきかは相手によりけりである。あ

る時ば指導要領を批判し，ある時は教科書を批判

するのに役立つであろう。しかし悩める現場には

助けとなるように話しのタネ程度の形として発表

されることもあろう。私は今後はむしろこの後者

の立場を考えることを大切にしたいと思う。私た

ち自分自らが悩みを語り合い，謙虚な気持で現場

・地域に対すべきだと思う。そして一人でも多く

の仲間が自分から進んで技術・家庭科の実践にと

りくめるような運動を進めたいと思う。その実践

は教科書どおりであり，指導要領どおりであるか

もしれないが，一つだけ違うところ……すなわち

自分の意志がどこかにはいって.いる。ということ

で認め合ってゆきたい。その芽を伸ばしでゆけば

必ずまた次の矛盾，問題点にぶつかるはずであ

る。大切なことは目を子どもたちに向けようとい

うことである。苦しい生活や労働条件の中で，そ

れは大変なことかも知れないが，このことを抜き

にした研究や実践は１文の価値もない。それから

■

講座学校教育相談
全５巻一

また強調したいことは，大声であれ，心の中の声

であれ，男女共学の道を開いてゆこうと訴えるこ

とを忘れないことである。

この道が現に開かれつつあるところでは声を大

に。まったく閉されているところでは技術・家庭

科のことの話し合いから始まるであろう。この道

はそして技術教育の一般化への道である。教科内

だけの問題ではないし，また教育だけの問題でも

ないであろう。しかし私たちは日常の実践の中で

まず確立することから始めている。この実践は単

に女子の工的分野を共学でこなすという意味合い

のものでないことは，技術教育の一般化への道と

いうこととの関連で理解されねばならないが，こ

の理解は人によって難易の差があろう。最近，家

庭科の教材内容が多すぎる，重複している，とに

かく精選したいという声を多く聞く。家庭科教師

自身がそうした矛盾に気付き始めている状況のな

かで，工的分野のなしくずし的家庭科化もふくむ

改訂指導要領を話題にしてゆくことは大切な運動

である。一方私たちは，それこそ技術・家庭の枠

を越えた一般化への道を探求すべく，今までの実

絞や経験にとらわれない考え方ができるよう,｢一

般化への道」のあり方自体を討・議し始めねばなら

ない。（現に研究部は岡先生の所論を中心に討議を始

めている）

（東京都調布市立第五中学校）

品川不二郎編

Ａ５雨人

各9501'１
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現代の学校教育では、子どものい心の健

康〃を育てるための精神衛生的な記嘘が
とぼしいといわれています。この点を袖

うには，専門機関よりも学校における敬

育ｲ11談がより効果的であります。本柵礎

は，学校教育相談の実施に関係するあら

ゆる問題を究明した瀧座。

③全巻完結発売中〃

回学校教育相談の基礎

回学級担任の相談活動

回校内相談員の相談活動

四専任相談者の相談活動

回専門機関の相談と利用
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－ 技術史的取り扱いによる－

道具から機械への発達と技術を

理解する学習指導

まえがき

技術・家庭科の家習指導を，技術史の側面から創意的

改善を図ろうとする動きは，全国の仲間により，以前に

まして具体化されてきている。たとえば，最近本誌上で

発表されたものでは，「モーターの回転原理と電動機の

歴史」（今年１月号，禰橋蕊一氏)，「電燈の学習」（同３

月号，前同）「技術史による照明の学習」（同４月号，小

野博吉氏）がある。いずれも具体的取り組みが紹介され

ている。たいへん興味深く読ませていただいた。

ここでは，「機械学習」（２年)における第１段階の学

習として，「道具から機械への発達と技術を理解する」

学習指導の実践を紹介し，参考に供したい。

１．背中がカユイときどうするか？

教師「君たちは，背中がかめいとき，どうするか？」

今年は，こんな発問から機械学習をはじめてみた。子

どもたちは，それぞれ自分の背中に手をまわし，実際に

背中をかく動作をし，「こうする｡」と答える。「そう。

自分の手でかくね」「背中をかくのに道具を使う人はい

るだろうか？」とたずねてみる。多くのものは，少々キ

ョトンとした顔つきをしている。しかし，ほんの数秒後

に，「あるよ。孫の手というのがある｡」と答えるもの

がでてくる。「そうだ，“孫の手”というのは，背中を

かくための道具だね！」「じゃあ，背中をかく機械はあ

るだろうか？」「見たことない｡」「背中をかくには，機

械なんかいらないよ｡」「肩をたたく機械はあるけど，背

中をかく機械なんか必要ないもの｡」「手でじゅうぶんだ

よ｡」などの声がきこえてくる。

「手でじゅうぶんなのに，どうして“孫の手”などと

いう道具を考えだしたんだろうか？」「山田君。君はど

う思う？」「自分の手では，うまくとどかないところが

あるから｡」「そうだね。手だけでは思うようにゆかない

小 池 渚

ことがある｡」「そうしたとき，孫の手があると具合がよ

い｡」「君たちは若いから，孫の手などを使ったことはな

いかも知れない｡」「おじいさんやおばあさんのいる家に

はよくあるね｡」孫の手がどんなものかよくわからない

ものもいるので,図をかいて説明する。（実物を示したほ

うがよいのであるが）「こうしたものは，どこかのおじ

いさんが，ある日とつぜん考えだしたものだろうか？」

「こうしたものを考えだすまでには，なにかいきさつが

あるはずだね？」

こんな話のやりとりを進めたうえで，子どもたちの頭

を，「道具のはじまりと発達」といった方向に切り換え

させてゆく。

２．道具のはじまりと発達

「孫の手がなくても，なにかほかのものでかくことも

できるね」棒，木の枝，ものさし，はたきの柄，鉛筆な

どの名前があがってくる。

孫の手がなくても，身のまわりで，なにか背中をかく

のに具合のよいものをさがして，それを使い目的を効果

的にはたすことが可能であることを気づかせる。

はじめは，手だけでかいてみたが，どうも満足できな

い。なにか背中をかくのに具合がよいものがないか，あ
たりを見まわす。具合のよさそうな小枝があったとす

る。それを使ったら，すっきりとした。おじいさんは，
このつぎにかゆくなったときもまたこれを使おうと考

え，そのﾉj､枝をしまっておくことにした。その後，背中

がかゆいときはいつも，その小枝を使うようになった。

しかし，何度も何度も使っているうちに，背中にあたる

小枝の先を今のままより，少し平にしたほうが具合がよ

いかも知れないと考えるようになった。おじいさんは，

先を削り，形を変えてみた。前よりとても具合がよくな
った。ある日おじいさんは，別の材料を使って，先の形

５



を今のものより違った形にし，もっと具合のよいものを

蝋作ってみようと考えるようになった。さっそく新しい考

えのものを作ってみた。まえのものよりもつと具合のよ

いものができた。それを使ったある日，肩がこっていた

ので，’何気なく，その棒で肩を２～３回たたいてみた。

そこでまたおじいさんは１つのことを思いついた。そう

だ，この棒の反対側を肩をたたくのにも使えるようにし

たら，さらに利用価値が高まるぞ。おじいさんは，肩た

たきにも使えるものを作るようになった。

こんなお話をして，子どもたちに，道具のはじまりと

発達についての理解の糸口を作るようにしてみた。（お

話ではあるが，実際に，ものさし，はたき，小枝，細い

角材などを用意し，ジェスチャー入りでおこなう｡）

こうしたお話をとおして，子どもたちに理解させたい

ことは，つぎのようなことがらである。

①素手で直接おこなっていた仕事（労働）を，なにか

ものを使って仕事をするようになったものが，道具の

はじまりである。（例)棒を使って背中をかく

②初期の人間のはじめの道具は，自然界から得られる

もの（石，木，骨など）そのまま（加工もせず）のも

のであった。

（例）落ちている石を手にもってものをたたく。

※はたきの柄を使って背中をかくのも，これと同

じである。

③その後，自然のままでなく，加工を加え，使いやす

いものに形をかえて使うようになった。（道具作りの

はじまり）（例）調に木の枝をゆわえつけ，布のつち

を考えだした。※おじいさんは，小枝の先を削って

背中をかくのに具合のよい形に作った。

④人間は，いろいろな仕事をなん回となくくりかえし

ているうちに，それを効果的におこなう方法（手段）

を考えるようになった。その結果，たたく，切る，掘

る，穴をあけるなど多くの種類の道具を人間は生みだ

してきた。それが加工方法の進歩や，材料の進歩など

とともに今日われわれが知っている各種の道具に進歩

発達してきているのである。

このような事項を学習展開の過程でだいじにした。さ

らに大切な学習として，「労働の方法(労仙の手段)」を

考えることが，「技術」を考えることであり，労働手段

の進歩が「技術の進歩」である。などの点も，子どもた

ちに明確な理解がもてるようにする。

そのためには，単なるお話だけでは不じゅうぶんであ

る。そこで，できるだけ視覚に訴えるために教具を作

り，具体的な学習ができるようにした。たとえば，下図

のようなものである。

初期の人間は，たたく，切る，掘る，穴をあけるなど

の労働をどのような方法でおこなってきただろうか？

など子どもたちに発問してみても，最初のうちは，なか

なかこちらが期待するような答がかえってこない。そこ

でじよじょに，下図のような現物を示す。子どもたちの

反応は活発になってくる。それらの道具を使い，実演し

てみせる。彼らの目は一段と輝いてくる。授業が終った

あと〆休み時間も，「見せてくれ」「やらせてくれ」と

多くのものが集まってくる。

綴
てつけ鳥

''1然のままの石

〔たたくための遊具〕

主吏の

木の捜

打ちかいた石

〔切る ･削るための道具〕

先の

とがっ た

;(『の

きり

〔穴をあけるための道鱒

図１初期の道具を理解させるための自作教具
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こんな学習のあと，ある日，生徒会主催による全校生

徒の草取りがおこなわれた。道具のあるものは，家庭か３．道具から機械への発達

らもってくることになっていた。しかし，持ってきてい 技術室の機械のまわりに，子どもたちを集める。角の

ないものが多い。そこで前記の学習が生きて働きはじめみ盤，ボール盤などを実演してみせる。「こうした機械

た。最初は手だけで取っていた。しばらくして，授業のが考えだされる以前は，どんな方法で作業をしただろう

ことが頭に浮ぶ。仲間の１部でささやきがはじまる｡｢こか？」「のみやきりの道具を使った｡」この反応はすぐで

こはかたくて，うまく取れないや」「手で直接やるより，てくる。「すると，機械の先祖は，なんだということに

なにかものを使ってやるように人間は進歩したって技術なるか？」「道具である｡」の認識をもたせる。

の時間に先生がいってたじゃないか」「お前もなにか方では，「道具から:機械へのはじまりは，．どのようにし

法を考えるよ」そんなことから，道具を家からもつてこておきたものだろうか？」とたずねる。道具と機械は全

なかったものは，カワラのかけら，太い針金，釘，トタく別のものであり，両者を１つの発達系列でとらえられ

ン板などを拾ってきて，草取りをするようになる。る子どもはいくらもいない。

現代の子ども，とくに都会地の子どもは，正式の道具そこで，前図で示した「石のきり」を取りだし，「ボ

がなければ，それに代わるものや方法を考えることがで－ル盤は，これから発達してきたものである」ことを気

きないことが非常に多い。正式の道具がなくても，身のづかせる。つぎのような教具を用意しておき，実演して

まわりから得られるものを活用して，効果的に目的が果みせる。

せる方法を考える子どもたちに育てたい。既存の道具の 図のような教具で事実を示し，「道具を仕掛､で動かす」

理解だけでなく，それ以前の段階の道具を思考できたようになったのが「機･賊」のはじまりであることを気づ

り，自分がなにかをしようとするとき，自分なりに手段かせる。

を創造できる子どもたちに育てたい。さらにそうした事実認識を明確化させるために，つぎ
左予でおさえる

宣言皇琴
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〔手もみきり〕 〔くり

〔弓ぎり〕

図２道具から機械へのはじまり
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図３道具から機械への発達
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の図３のような発達の系列を取りあげる。

手もみきり方式では，大きな穴あけはむりである。大

きな穴あけ用のきりは，大きな力を必要とする。横に柄

を伸ばし，１種のテコの原理で，らくにきりを動かすよ

うにしたものが「くりこぎり」である。くりこぎりは手

の運動分しかきりが回転しない。穴あけ作業は，きりの

回嘱が速い方が，効果的であることに気づかせる。そこ

で「歯車」を組み合わせて，手の回転以上にきりを回転

させる方式のものとして「ハンドドリル」が考えだされ

た。さらに電動機の発達により，きりを電力によって，

強力でしかも商速回転させる方式のものが生れでた。そ

れが「電気ドリル」である。階気ドリルでは,､材料の面

に対して正しい角度や深さに穴をあけることは困難であ

る。そこで正確な･作業が容易にできるようにするため

に，電気ドリルを台に取りつけたものが「ポール盤」で

ある。

こうした発達は，人間の知恵によって，「便利なもの

がつでつぎに考えだされるようになった」という表面的

理解だけで終らないようにする。つまり，技術の進歩発

達は，それぞれの時代における社会の状態や生産活動に

おける具体的労働に取り組む過程でおし進められてきた

ものであることにも考えが向けられるように指導する。

あるいは，技術の進歩にともなって，社会のしくみが変

わってゆくものであることにも考えを向けさせるように

する。

たとえば，古,代の人間は，採取生活から，農業がはじ

まるにしたがい，土地を耕したり，穀物を粉にする技術

的工夫は必然的なものであった。農業は一定の土地への

口。

ＰＦ~』

膿

定住が必要になった。家の建築やそのための各種の道具

作りも必然的なものであった。最初の道具作りは，農業

などをおこなうかたわら，個人的におこなわれたもので

あった。道具作りは，だれにでもできることではなかっ

た。道具は，農業生産物などと物物交換され，多くの人

が使うようになった。道具を作る人は，自分が直接食腿

の生産にあたらなくても食べられるようになると，道具

作りを専門にするようになる。こうして農業から工業が

独立するようになった。（技術の発展と社会形態の変

化）

種族間の争いで負けたものは，捕えられ，捕虜として

労仙に使われた。これが奴隷制生産のはじまりである。

奴隷はｌ人前の人間として扱われず，売買されたり，物

同然に扱われた。したがって，奴隷は生産の手段を改良

しようとする意欲などとてもわくものではなかった。奴

隷制社会のもとでは，多くの人手を必要とする生産活動

（道路作り，水路作り，桶作りなど）以外の而では，あ

まり技術的進歩は見られなかった。（社会形態と技術発

展）

現代の而では，自動車の出現により，通路交通法その

他の法律作りが必要になったり，交通事故などが社会問

題となってくる関係などを例に技術と社会の関,係を考え

させる。

技術の進歩によって，世の中が単に便利になるという

とらえかただけでなく，技術と社会の関連にも目を向け

られる子どもたちに育てたい。

（八王子市立第２中学校教諭）
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電気史を電気学習の中にどう

取り入れたらよいだろうか？

１

現在の社会は目まぐるしく変化し，空間と時間の次元

のなかに置かれている。われわれはただ，無我夢中で時

間の上をつっぱしっている。だが，社会が目まぐるしく

変化しているなかで，教育というのは，一つに先人の築

いた足跡をたどり，その当時の人間は，どのような考え

で物事を判断し，社会を形づくっていったのか。二つに

これからわれわれは人間として，社会に欠かすことので

きない生産に対して，どう判断し，実践的な能力を身に

つけなくてはならないか。この二面を追求することにあ

ると考える。そして，技術科においては，この二面をど

う取り入れたら普通教育としての技術教育が反映してい

くのか当然問題にされる。ただ，技術教育を定義づける

のはむずかしいが，人間の製作過程において，手足を合

目的的に伽らかせ，頭のなかに知識をたくわえたり，そ

れを変化に対応した動きのなかに実現させ，自主的創造

のある生徒をつくりあげる目的こそ，技術教育の本質で

あろう。また，「技術」は多くの場合，経済性と社会性

をもっている。現代のように科学が目まぐるしく変化し

ている社会において，歴史的な物の見方から，明日への

進歩をねがった技術を予測できるような能力を子どもに

期待すべきであるし，社会の動きのはげしい時代ほど，

おちついて自分のまわりの変化を見抜き，正しく社会を

判断し，生産の中心である労働を認雛する能力を育てる

ことが必要である。たえず歴史的な流れのなかに，社会

の動きを変え，人間の労働がどのように変わり，どう位

侭づけられてきたかを気づかせなくてはならないと思っ

ている。

２

電気学習において，多くの方々が，教材，教具を工夫

されているのを，この本から見かけるが，かなり苦労さ

れていると思われるものが多い。

他気が他の分野（機械，木工，金工，栽培，製図，家

鹿 嶋泰好

へシ江戸、"、ジ、ジ、三、グ、〃､′Ｌ〃、グ、ヅベ’、ク ゾ己ハヅ、弓、ゾ延〆Ｌク、〆L〆、ハジヘ／Ｌ〆Ｌハツ、プＬハゾーハゾ、

庭科）に比べて，取り組みにくい要素を持っていること

は周知のとおりである。

その要素として，目に見えないこと，むずかしいとい

う潜在意識があること，恐怖感というものが強いこと

が，あげられる。しかし，これは，知らない者の悲しさ

である。知織があれば，電気ほど便利なものはないと感

じるようになることは当然である。そこで，われわれは

技術科の目標をめざす具体的な手段として，教材，教具

により既習経験知識を再認識させ，製‘作経験学習によ

り，生徒たちにつまづかせたり，関心を持たせたりする

ことを考えてきた。しかし，いろいろな手段を考えて

も，そのなかに歴史性を持たせなくては，機械を分解，

組立てるような，公式的なもので終わってしまうし，自

然科学的な知識としての追求はできても，その背景とな

る社会体制とそのなかでの労働体系を認識させることは

できない。歴史的な流れから生徒のもつ，創造的思考力

をめざめさせることができるのではないだろうか。

・だが，ここで感ちがいしてはいけないと思うことは，

「技術史」そのものを教えるために取り上げるのではな

く，それぞれの学習のねらいや，内容を子どもたちに，

よりよく理解させるための手段として，技術史のなかに

探し求めるものであって,教材に対する指導内容に取り

入れるのではなく，手段，方法として取り入れるべきで

はなかろうか。

そして，技術とはどのようなものであり，技術は人類

の歴史とともに，どのように発生し，どのような自然科

学の法則性の認識のもとに，どのように成長してきたか

子どもたちに考えさせる必要はあると考える。

３

技術史の問題について，筋道立った実践をわたくし自

身持ち合わせがないが，技術史を取り扱う目標として，

次のように考えている。

１．ひとりの発明家のうらに無数の努力家がいるとい

９
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位置づけていくかむずかしい。

しかし，電気が自然科学の発達と，社会体制の変化に

応じて発達してきたことは，機械と異なるところはな

い。よって，「寵気の歴史」をある時代，ある社会体制

の中でどう評価すべきなのか，また，自然科学の発展と

のかかわりにおいて，「電気」の発展のしかたをどうと

らえるか，つまり，何を基準に電気の歴史の価値判断を

するか問題が生じてくる。

そこで，電気学習における指導内容を一つの道，つま

り，回路に流した時に起きるいろいろな現象（エネルギ・

変遷）を系統化し，その現象を理論的に，製作，学習を

通して追求していくなかに電気が発展していく過程をと

りあげてみた。そして，学習の過程で秋極的に関連率項

を調査し，生徒と教師が共同で一つの歴史資料を作りあ

げるように考えている。次の図１は，電気をエネルギ変

遷をもとに系統的にまとめ，歴史にどこで触れるか考え

たものである。前にも述べたように，私自身研究中であ

り，確信をもてるものが何一つない実情である。こんど

の広脇大会を通して，御指導と御批判をいただきたい。

Ｐ
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うことを認識させる。

２．技術が完成していく過程には，その時代の社会体

制が重要な要素になることを知らせる。

３．技術の進歩が，社会や個人にいかなる影響を与え

るかを知らせる。

４．それぞれの時代の生産関係の変遷と，労働者のお

かれている状態を正しく知り，科学技術と社会の相

互関係を理解する。

電気を歴史的に見て，１７世紀～18世紀までの静電気の

時代においても，その当時の研究は単なる余興であり，

生活の必要性に迫られて，本格的に研究され始めたの

は，１９世紀初頭からであって，それは，直接的に生活に

影響はなく，世間はまだこれを好事家の遊びのように思

っていた。あるとき鉄道で逃走した犯人の行く手を汽車

よりも早く，電信がさえぎった。それ以来電信は世人の

評価するところとなり，この時期から大いに発展したと

言われている。

以上のように人間と生産労働と直接つながった機械と

異なり，電気は発達が新しく，好奇心の対象にすぎなか

ったことからも，前にあげた目標を指導課程の中にどう
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図１電気学習における指導内容の系統と電気技術のあゆみ

（ここにあげた図は，前に述べたように，エネルギ変る必要があると考える事項であり，－－は，指導内容と

換を中心に電気学習を系統化し，このなかに電気の歴史して取りあげる必要があると考える事項を示している｡）

を組み込んだものである。また……今は歴史を取りあげ（東京都八王子市立恩方中学校）

ま
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製 図学習の指導について

－自己診断カードの利用一

１はじめに

最近，評価に関する問題がとりあげられ，理論的にも

実践的にも，研究が多く発表されている。しかし，毎日

の授業の中にとり入れるためには，相当の努力と時間が

必要である。能率的でしかも評価の本質に少しでも近い

方法があればと，考えれば考えるほど，複雑になり，そ

の信頼度にも自信がなくなってくる。したがって，ある

時点で，割り切った考えかたをしなければ，毎日の授業

が，さき行きしないような気もするので，次の事項を重

点に「評価ふくみの授業」を考えてみた。

①評価することは，学習する生徒達に，差をつけ，

順位をつけるものでなく，評価することによって，

生徒自身の学習意欲を喚起し，学力を向上させるた

めのものであること。

②評価することによって，指導目標の到達度を確認

する反省資料とし，目標，内容指導計画など再検討

を，できるだけ容易にすること。

③毎時間ごとに，目標とその到達度が記録され，教

師も生徒もともに，わかりやすく，また，負担を感

じないような方法であること。

などを中心にして，過去に実施してきた製図学習をも

.とに，一つの試案を発表し，諸先生の御批判をあおぎた
い。

２製図学習について

・技術・家庭科のねらいが，「物を作る」即ち，実験実

習を通じて，その中にある原理や法則を感覚的に見出

し，創造的思考力や実践的能力を養うことにあるなら，

設計，製図は，その基盤をなすものであると考えられ

る。したがって「ＪＩＳ製図通則」の押し売り的な学習

や，教科書を手本とする習字的な学習であっては，教科

鶴 石英治

のねらいとするものに到達することはのぞめない。

過去に，よく経験したことであるが，製図学習は製図

学習，木材加工学習は木材加工学習として，切り離され

がちであり，木材加工学習において，考案設計，製図と

一応，過程としてとりあげられているが，生徒に自由作

品を作らせたとき，製図を見ずに，木取りや切断をし，

失敗する生徒の多いのに気づく。これは製図学習が，理

解され，身についていないことをあらわしたものではな

いかと考える。

製図学習の「ねらい」が，明確に生徒の身についてい

れば，製図を見ながら，物を作り，物を作りながら，製

図を見ることによって，思考が繰り返され，合理的に仕

郡が，進められるものと考える。

したがって，中学１年での製図学習は，技術・家庭科一

学習の基盤（狭い意味では，加工学習の基盤）をなすこ

とは，先にも述べた理由によるが，それでは，製図学習

の究極の「ねらい」はどこにあるのだろうか。考えてみ

ると，「立体を平面に図示することができる」ことであ

り，「平面に図示されたものを見て，立体を読みとり，

.作ることができる」ことであると考える。（そこには，

自分だけが，わかるものでなく，万人に理解させること

ができるものであることは，いうまでもない｡）

３指導計画と教具の利用について

製図学習は，「技術に関する記号，規則，術語」を教

えることが多く識義中心であったり，教科識を手本とす

る習字的授業が多くなりがちであるが，中学１年の心理

的発達段階からしても，技術・家庭科のねらいである感

性に訴える学習ということからしても，手，足とともに

頭を働かせる指導計画をとり入れなければならないと考

える。

また，あれもこれもと欲張った知識の抽入でなく，内

皿



図をかくに

容の精選，学習の効率という立場からも，勇気をもっ

て，省略すべきところは，省略されなければならない，

そのために生ずる「すきま｣，「すきま」のために生じた

「つまづき」は生徒自らの手によって解決し，うめてい

うな，穣極的な，’俗にいう「応用のきく生徒」になるよ

くような指導計画をたてなければならない。

そこで，吹のような，基礎指導をするための教具を準

備し，それをまず充分に活用する指導計画をたてた。

①製図用具(製図板．Ｔ定規を除く)……各個人持ち

②ゴム粘土………･…･………………････各個人持ち，

市価30円～50円

③投影図説明器（プラスチック製）……各班(６名）

に１個（２名に１，個あてぐらいがよい）

④立体模型…………２名に１個

上記①の製図用具は，製図学習に心要欠くことのでき

ないものである。②のゴム粘土は，平面に図示されたも

のを見て，その立体模型を作るためのものであり，生徒

は，非常に意欲的になるし，また自分の手で「作る」と

いう作業がともなうので，読図が定着するのに役立つよ

・立体を真正

面，真上，真
横からかける

「０，JrlB，

下
●
爵
↓

一

|：

トー250一

（投影図説明器）関係，即ち，第３

角法の指導の初期の段階で役立つ。④の立体模型は，製

作に時間がかかるようであるが，クラブ活動の時間を利

用して，廃品利用で，簡単に製作することができる。各

面を色別しておけば，一層の理解を早め，効率が高まる

ようである。これらの教具を何回となく，繰返し使用す

ることによって，製図学習の効率を高めることができる

ものと考える。

ここで，私が行なってきた指導計画の一部をあげてお

こう。

宝？

与えられた図

を見て粘土で

その立体模型
を作る

・立体感覚を

しっかりうえ

つけておくよ

うに，工夫す

る。
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たらよいか

与えられた立

体摸型をいろ

いろな方法で

書いて歌為

２
｡導入

各班で，書き ・既有の知識

を紫ﾖ塵させる

立体模型

①～②

・立体を平面

に書くことが

できる。

方の変わって

いるものを板

害し，その長

短を話し合う
Ⅱ
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》。立体のみか

たと書きかた

うである。③の投

影図説明器は，立

体模型を中におい

て見ながら，マジ

ックで，そのプラ

スチックに書くと

いう作業をともな

うので，正面図，

平面図，側面図の

関係，即ち，第３

④の立体模型は，製

与えられ立体

模型を見て，

三方向からの

図を書く

誰にもわか患

画面はどのよ

うにしたら‘上

ｌ
〕
↑
一

Iま，一定のぎ

Z２

まりがあると

粘土

立体模型

④～⑤

いか
粘土

↑
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ふた図を見て

立体模型をつ

くることがで

きる。
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↓ 立体模型
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真正面,真上，

。図を見て，

立体の型がわ

かる

①直方体
Ｚ

斜面・曲面の

ある立体を図

面のどこで見

わけるか，ま

た三方向のど
こにあらわし

・斜面・曲面

のある立体が

理解できるの

・３角法の基

礎を理解する

ような課題を

提出する。

立体模型から

図をかく

からゑた簡単

な図を理解す

ることが,で

きる

真横の三方向②斜面・曲

面のある立体

二
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つくる
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正面の選びか立‘体模型を承

たによって，例題を染てどて’３つの面

震駕堂ｆ睡嚇綴鯉
を理解する１Ｉ 書く

・立体の正面

が，えらぶこ

とができる

’

－

４自己診断カードについて

このようにして作った指導計画および指導案を実践し

てみて，この中で，どのようにして評価をするか，「評

価含みの授業」とは，どのようにしたらよいかという問

題にあたり，毎時間ごとの目標を明確にし，評価の尺度

をきめること，それにしたがって，観察し，チェックし

記録しておくこと，それを知識理解，技能，思考，態度

などの項目に集計整理し，資料として活用できるように

しておくことなど，ある程度，実践し理解しているつも

模型立体③図の省略 立体模型から
真上・真正面
から見た図が

同じ場合は，

真上から見た

図を省略する

ことができる

ことを知る

⑥
図をかく

図の省略をす
・図の省略が

できる、
る(こは，どん

な立体がある
粘土を,使って

省略できる図

がかける立体

模型をつくる

力。 粘 Fｔ

１

Z３

↑ ２

④正面の選び

かた

※①展開図は，金属加工のところで指導する。

②考案設計は，木材加工のところで指導する。

③平面図形は，省略する。

④第１角法は，最後に，第３角法以外にあるこ

とをしらせ，区別することができる程度に指導

する。

⑤総時間数は，２０～22時間とする。

戸司ｑ

与えられた立

体模型を線の

区別をつけて

書く

※課題

整理ノート
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りであるが，現実の問題として，チェックリストを作成

し，毎時間チェックすることの容易でないことに気づ

き，技能，態度の１部の項目をとりあげて実践してみる

が，それでもかなりの抵抗を感ずる。

そこで班長に，班記録（学習日誌）をつけさせること

にし，評価の項目も，具体的事実をとりあげた。例えば

「忘れものをした」「きめられた課題ができた」「協力

してグループ活動に参加したか」などとし，○，×，△

の３段階でつけさせてみた。しかし，班長の判断力の相

異が見られるようであり，その信頼度にも疑問を生じ，

評価の本質はなんであろうかと，再考せざるを得なくな

った。

このようないくつかの経験を経て，次にあげるよう

な，自己診断カードを作成した。このカードのねらいは

「はじめに」で述べたように，評価することによって，

生徒に差をつけ，順位をつけるものではない。評価する

ことによって，学習意欲が高まり，学習の定着をはかる



ことを第１のねらいとしなければいけないと考え，毎時

.間記録され，それが，教師も生徒もともに，自己の発展

過程がわかり，自己の長短を見わけるものであることを

第２のねらいとした。

戸

５自己診断カードの使用について

上記のような「ねらい」をもったとのカード（厚紙の

１４

番

自己診断カード

掴

組 班氏名

感
想

感

型■

台紙に，はりつけておく）は，各時間記録されるわけで

ある。記入は，その時間に出された課題を解決したもの

には，得点を与えるようにし，必ず教師が点検し，合格

さあ！次はなにを学ぶのだろう。

予習をしよう。教科書は，必ず，読んでおこう。

、
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３

４

５

６

７

８

９

1０

１１

1２

1３

1４

1５

1６

項 目

与えられた立体模型を，平面に図示できる。

三方向からの図を見て，立体模型を作ることができる。

斜面，曲面のある立体を，図面で見わけることができる。

図の省略ができ為立体を図示することができる。

立体の正面を，えら蕊ことができる。

霞(撰懲耀潔くれ線)の使いわける意味を知
第３角法によぁ投影面および投影図の位置との関係を知
り，立体を図示することができる。

第３角法によぁ図面を見て，立体模型を作ることができ
る。

斜･投影，等角投影図法で，立体を図示することができる。

製図用具の名称および使用法を知り,正しく，平行線(水
平・垂直）円，円弧，線の分捌ができる。

文字・数字を，はっきりと瀞くことができる。

与えられた立体模型を，与えられた用紙に書くことがで
きる。（現尺，倍尺，縮尺）

与えられた立体模型の寸法をはかり，基準練をひき，外
形の下がきができる。

寸法記入のしかたを知り，正しく記入することができる。

製図を見て，その良否を判断し，直すことができる。

ﾕ角法のあることを知り，１.角法か３角法か象わけること
ができる。
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Ｅ。、

､の印をつけることにする。１時間に，４５名の点検をする

ことは，短時間では無理が生じやすいので，この解決法

として，早くしかも正確に解決できた生徒には，「助手」

を任命する。その助手は，他の生徒のものを見て，合否

をよりわけ，ｅと判定したものは，先生のところに進む

ことができる。そこで，指導をあたえ「助手」に任命す

る。約％の生徒が助手になったころに，⑤の生徒に，ど

こが，違うかヒントだけ与えるようにするなど，その時

･の実情によって，助手に役割をあたえる。

また，グループを単位とした課題を与えることによっ

て，グループ活動を活発にし，協力して，課題解決への

努力をさせるなどもできる。

.〔例]L〕図の省略ができる。

図の省略をするのに，どんなものがあるか，わかれば

よいのである。その目標を定着させるためには，やはり

頭の中で，思考したことを，実物の型にあらわすこと

が，必要であるので，粘土をつかって模型をつくらせる

.わけである。そこで，次のような課題と条件を与えた。

課題「省略できる図がかける立・体模型を，粘土で各グ

ループ５つつくること」

条件①時間５分以内

②例題として，あげたもの以外の型であるこ

と

③合格グループ全員に５点を与える。

そして，できあがったグループから点検をし，合否を

きめ，各自の診断カードに，赤鉛筆で記録させる。この

･例の場合は，３２班のうち，不合格は，例年１～２班であ

る。（グループ編成にも，問題はあるが）

.〔例２〕製図を見て，その良否を判断し，直すことがで

きる。

それぞれ，書きあげた製図を，各グループで交換を

し,､直すところを赤鉛筆でチェックし，余白に注意事項

を書かせる。（各グループとも活発な話し合いが行なわ

れ，時間的な無駄が生じやすいので，時間的制限を与え

る｡）そこで，提出させ，書かれた製図に対する採点と，

チェックし注意事項に対する採点をして，次の時間，カ

ードに記録させる場合もある。

この場合，他生徒の製図を見る回数の多い生徒ほど，

適切な判断をくだしておる。また,木材加工，金屈加工

の学習時に行なう，榊想図,展開図もかなり正確に,美し

く書くことができるようである｡即ち学習の定瀞がよい。

６自己診断カードの効果について、

自己診断カードを使用することによって，製図の評価

がすべて正確におこなえたものとは思っていないが，こ

のカードおよび教具を使用することによって，次のよう

な利点をあげることができたように思う。

①生徒自身に，学習意欲が喚起されたこと

ア．粘土を使用することによって，小学生時代の粘土

細工のような気分で，楽しみながら学募態度がうか

がえる。

イ．「助手」制度を設けたことによって，「助手」に

なろうとする意欲が，早く問題を解決しようとする

ことになり，真剣さが増してくる。

ウ．毎時間ごとの結果が，カードにあらわれるので，

「少しでも，得点をとりたい」という生徒の心理を

うまく，ひきだし学習意欲を継続させるのに役立

つ。

全員が，１０点まで，どの項目も，赤くぬらｵ1,るこ

とを目標にしているのであるから時々には，特定の

生徒を放課後，昼食時などを利用し，個別指導する

こともある。そのとき「人間の能力には，大差のあ

るものではない。ただ君が，今日は，どこを習うの

だろうかと，授業のはじめに教科書をよく読まない

から，１０点にならなかっただけなのだよ」とよくい

いきかせ，予習を強調する。

②個別指導の機会が多くなり，能力に応じた指導がで

きること。

ア．能力に応じた教育を唱えながら，生徒数の多いこ

と，時間数の多いことなど，多くの問題をかかえて

いる現場では，むつかしいことであるが，このカー

ドを利用することによって，また，「助手」即ち，

生徒同志で解決できるものはなるべく，解決させる

ため，「助手」となった生徒のところを通過してき

た生徒には，「よくがんばった」という賞讃のこと

ばか，「この部分をもう少し考えたら，よくなる

よ」「ここはどうだろう」とか，わずかのヒントを

与えることによって，すぐ解決するようになってい

るし，毎時間ほとんどの生徒に声をかけることがで

きる。しかし，これで；個別指導ができたと満足し

ているわけではない。

イ．「助手」になる生徒は，他の生徒のものを見るこ

とによって，自己反省をし，技能的にも，進歩の度

合が，早いようである。

③指導計画，指導法の長短が，明確にわかる。

ア．粘土やプラスチック製投影説明器などを使用する

ことによって，生徒自身の考えが，具体的「物」と

してあらわれているので，教師の立場からしても，
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観念的なものでなく，的確に把握することができ

る。

イ．ある一定の時間を制限しての課題であるから，カ

ードの結果によって，生徒の理解の程度がよくわか

る。

④知識・理解・技能の定着がよい。

７まとめ

観察記録簿，各班別に記録させる学習日誌などの方法

を実施した結果，このような，「自己判断カード」と鍋

づけた個人の記録へと発展したのであるが，今ここで考

えてみると，それぞれの方法に，それぞれの長短があ

届

学級編成および教職員定数の標準

一:標準法の改定についての通達一一

文部省は「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員

定数の標準に関する法律等の一部改正する法律」（標準

法）の公布に伴い，改正政令省令を告示した。これらの

諸法令の趣旨を徹底させるために，つぎのようなな内容

の通達を各道府県教委あてに行なった（４４．６．１４．文

初財第359号)。それらの内容をつぎに要約しよう。

1．公立の小学校および中学校の学級編成の標準

（１）小学校または中学校において，同学年の児童また

は生徒を１学級に編成する場合の児童または生徒の数の

標準を45人に改めたこと

（２）小学校または中学校のすべての学年の児童または

生徒で編成する学級（いわゆる単級）および小学佼の４，

５個学年複式学級を学級編成の標準から除いたこと

（３）小学校および中学校の複式学級の編成の標準を小

学校の３個学年複式学級にあっては15人に，小学校の２

個学年複式学級にあっては22人に，中学校の２個学年複

式学級にあっては15人に，それぞれ改めたこと。

2．公立の小学校および中学校の教員定数の標準

（１）小学校および中学校の教職員定数については，従

来小学校教職員定数および中学校教峨員定数に分けてそ

れぞれの標準を示すこととされていたが，今回の改正で

は，これらを合わせて小中学校教職員定数として標準を

示すことと改めたこと

（２）校長および教諭等の定数

１６

り，決定的なものではないが，生徒たちの学習意欲を喚

起し，製図学習の効率を，高めるものであったと信じて

いる。それが，其の評価のねらいであろうと考える。

ただ，５段階法，１０段階法による評定をせまられた時

に，どのように関連づけるか，もともと「ねらい」がス

タートから違うものであるから関連づけることが，無理

な話であるが，評定は，このむとこまざるにかかわりな

く，行なわれなければならないのが，現実であり，残念

でならない。

また，態度，創造的思考の評価が，数的にあらわせる

方法を，見出すことができれば幸いだと考えている。

（鵬取市立東中学校）

、ど、多角

⑦小学校および中学校の教育の指導密度を高めるた

め，学校規模に応ずる教員数の一般的配置基準を改めた

こと（法第７条第２号の表および法第７条第３号*）

＊次の表の学校規模ごとの学級総数に，乗ずる数をか

けてえた数（１未満の端数を生じたときは，１に．切

りあげる）の合計数

学校の種類

小

学

校

中

学

:佼

学校規棋

１学級の学校

２～４学級の学校

５学級の学校
６～18学級の学校

１９～24学級の学校

25～30学級の学校

31～36学級の学校
37学級以上の学校

３学級以下の学校

４～11学級の学校

12～23学級の学校

24～35学級の学校
26学級以上の学校

乗ずる数

2.000‘

1.500

1-400

1－１７０

1．１４５

1－１３３

1.125､

１１２０

2－０００

1．６６０

1．５３０

1.500

1.470

④養護教諭等の児蹴生徒教に応ずる一般的配置基準を

小学校にあってば，児童数850人につき人１に，中学校

にあっては，生徒数1050人につき１人にしたこと

（３）事務職員の定数

⑦事務職員の児童生徒数に応ずる一般的配置基準を，

小学校はあっては，児童数350人以上の学校につき１人

に，中学校にあっては，生徒数250人以上の学校につき

１人にしたこと。
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木材加工技術の学習指導法のくふう

－たくましく実践する労働態度の形成をめざして－

；
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1．このしごとをとりあげた理由

技術・家庭の究極の目標は実践的労働態度と考える。

生徒指導要録には，「知識・理解」「技能」「表現・創

造」「態度」とあるが，これをどのような割合で評価し

ようと苦慮しておられる諸氏がいるが，これは，まった

く，平面的な真実を追求していないことに気づいておら

れない。ここでは，個人の傾向・特質をあくまでも観

ようとするプロフィールにしかすぎないのである。しか

も，「知識・理解」「技能」「態度」と分けることじた

いに問題がある。なぜなら，態度は，「知識・理解」「技

能」を含む統合されたものであるからである。創造的な

能力が形成されたとしても，その基調となる態度が形成

されていなければその能力は実践にうつされずに単に意

識としてとどまるであろう。

日点授業実践をしていて，とにかく能力としての学力

（知識・理解・技能など）が定着したことが明確であっ

ても，何か実践に欠けているということによくであう。

そのようなことから，まず，当校生徒の加工技術学習の

態度について，了解的な方法として問題点を項目的にあ

げると次のとおりである。

。生産品の完成をいそぎ，その過程をおろそかにする。

。奇ばつな考案設計をするが，:機能・構造・材料との対

比で製作可能かどうか考えない。

。反復・練習などの作業実習を軽視し，根気強くやらな

い◎

･技術的知識が体系化されていない。技術的知識を豊富

にもっているけれども'体系化されていないため，技術

的行動と結合しない。

｡製作の過程で，ひとりよがり的な傾向のため，共同で

おしすすめていく態度を欠く。

。自己の考案した作品に固執し，他の言に耳をかさな

い．他人の作品についていろんなアイディアを出す

が，自己の作品の干渉を好まない。

。安全に製作する態度に欠け，‘作業後の整理が乱雑であ

る。

。安全係・材料係・工具係などの組織の活動を生かさな

いｏ

以上のような問題点を，すこしでも改善しようとおも

い，いかになせば効果的であるか，授業実践の中から生

んでいきたいと考え，指導法のくふうをとりあげる所以

である。

２．この研究で明らかにしたいこと

授業における教師と生徒，生徒と生徒の活動によっ

て，どのような知識を習得し，認識を発展していくかを

明らかにする。その視点を態度の形成にあてる。このこ

とが，授業における認識の過程と態度形成の過程の関連

を明らかにすることになろう。ところで，労働態度を，

いちおう便宜的に２つの要素に考えてみると，

①労働手段に対する意識形成にかかわる問題。

これは，労働手段を体系化しようとする意欲的な態度

をさす。それは，技術的知識の定薪をはかろうとする態

度にほかならない。

②労働に対する行動形成にかかわる問題

これば，労働場面に対して，主体的にとりくもうとす

､る態度をさす。それは，労働の尊重であり，技能の習熟

をはかろうとする態度にほかならない。次に実践的な労

働態度の形成をうながす要因を考えてみると次のとおり

である。

１）授業における教師と生徒，生徒と生徒のコミュニ

ケーションが態度形成にどうかかわるか。

２）授業における(とくに作業中)教師の行動や示範，

すぐれた技能をもつ生徒の行動が，どう態度形成におよ

ぼすか。

３）教科襟，学習カード，板書などの直観的資料がど
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う影響するか。

これらの項目は，それぞれ独立したものではない。こ

のような目的的な視点を考えずにしゃにむに指導法をく

ふうしたところで，客観的な盗料となるまい。このよう

なことから

どうすれば§実践的な労働態度を形成する指導とい

えるのか,さらに,どうすれば;実践的な労働態度が，

技術を発展させる創造的な認職を促進させる指導と

いえるのか，実際の授業の場面から明らかにしよう

とするものである。

３．１学年の木材加工の指導法のくふう。

よく「評価含み」の授業といわれる。たしかに，本教

科での評価，とくに態度や技能をどう判定すればよい

か，生徒指導要録では，個人の傾向とか顕著な特質を記

入するというが，どうおしはかればよいのか容易でな

い。しかも，作業中，単に教師が，５０人のうちの数人指

導をおしすすめている間に，どんどん，間違いの姿勢，

工具のとりあつかいが，生徒に習慣化してしまい，あっ

というまに時間がきてしまう。そして，生徒も教師もむ

なしく終わるということがないものか。こんなことか

ら，まず指導法は，めんみつな目標，緋想でもって，内

容や過程を組織しなければならないと痛切に感ずるので

ある。このような考えで１学年の板材加工を場面に設定

して以下述べよう。

（１）題材「板材の加工」

（２）学年第１学年

（３）指導の目標

①木工用材料の性質（一般的性質・外観的性質・物理

的性愛・機械的性質など）について実験・観察・実習

をとおして理解させ，さらに，その性賀を生かした利

用方法を習得させる。

②木工用材料の性質にもとづいた加工方法を習得させ

る。

③加工に用いられる道具，機械・装置のしくみと，目

的的な方法を習得させる。

④加工の精度，測定，図示の基礎について習得させ

、る°

⑤使用価値の高い製品を製作させるためには，作業の

過程において，どのような手順で，安全に，しかも能

率的におしすすめていくのか体得させる。

（４）指導の構想

①指導の計画と本時

Z８

板材加工を単なる「花台・本立て」づくりの木工学習

として取り扱うことなく，加工に関する基礎的技術の習

得過程として位置づける。それは，生徒が材料にはたら

きかけて，使用価･値の高い「もの」をつくりだしていく

過程で，図示・加工・組み立て・精度などの技術的能力

や実践的な労働態度を身につけていくことである。その

ためには，次のような基礎的事項を設定する。

配当時間-35時間

・材料の性質と設計…………12時間

。「刃もの」のしくみと切削加工……18時間（本時は３

時間め）

・接合や表面処理……３時間

･製品の製作工程とわたくしたちの生活……２時間

本時は，切削工具「のこぎり」をとりあつかうことに

よって，「切削のしくみ」を確認させることにある。す

なわち「のこぎり」の切削のしくみは，既習事項｢のみ」

「かんな」の「･切削角，にげ角．すくい角」などと共通

な原理で構成されていることから，切削工具の一般性に

ついて認識をさせる。また「あさり・ひき込み角」が新

しい技術的知徽であるということについて，対象材料を

加工する実践の過程で気づかせ，「あさり，ひき込み角」

のしくみとはたらきを発見させる。なお本時によって確

認された事項は，「正しく工具を1駆使できる」実践の基

盤とならなければならない。そのためには１）加工に用

いられる切削工具は，どのようなしくみとはたらきをも

つのか。既有経験を生かして，しんけんに理解しようと

する態度２）加工材料･との関連で，切削工具のしくみと

はたらきを実際に正しくとりあつかおうとする意欲的な

態度を育成するち密な展開案を準備しなければならな

い。

②指導の内容と方法

本題材の指導内容を生徒の認識過程にそくして組織す

るには，まず生徒の実態を考えてみる必要がある。生徒

は，小学校時代５年６年で,作品をつくった経験がある。

その当時をふりかえってみるとＡ君は言う。「小学校の

ころは，学校にも，板などを加工する加工機械がなかっ

た。そして，計画などのようなものはあまりよく立てず

にやった。自分ではあまり，こういう木材のような材料・

を使うものは，あまり好きではなかった。始めには，じ

ょうずにできると思っていたが，やはりうまくいかなか

った。自分は封筒入れをつくたが，ふたのところにつけ

るちようつがいがうまく組み付けられなくなった。ほん

とうは，そこには，ピスナットで･しめるつもりでいた。

中学佼にはいると，技術の時間がおもしろくてしかた

プロ
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がない。なぜおもしろいかというと，設計などとくびっ

ぴきで，しかも，こまかく自分の技能について観察して

もらうことが設計製図の学習にあったからである｡」

本時にはいる事前調査は次のとおりである。

１）のこぎりぴきの経験は何年生か

１年で４名，２年で８縞，３年で28名，４年で17名，５

年で13名，６年で３鍋

２）のこぎりのたてぴきよこぴきの区別ができるか

できる４５名できない２８翁

３）横びきの歯は，繊維方向と平行か直角かいずれに

使用するか

直角４４名平行３名わからない２６名

４）あさりをしってしくるか

知っている８始知らない６５名

５）のこぎりも切削角・刃先角.すくい角．にげ角な

どがあると思うか。

ある７３籍ない０名

６）繊維の方向にのこぎりびきをするのはたてびき

かよこぴきか

たてぴき４５翁よこびき３鍋わから

ない２５名

７）ひき込みを正確にするには，すみつけ線に，きき

手の反対の手のおや指を案内にするとよいことを知って

いるか。

知っている１４鍋知らない５９名

８）のこぎりは，ひくときか，おすときかいずれに力

をいれるのか

引くとき６８名おすとき４名

わからない１名

９）たてびきのとき，のこぎりのもとの方を使うとひ

き込みやすいことを知っていますか。

知っている１５名知らない５８名

１０）顔の中心線とのこ身が一直線になるよう注意して

ひかなければならないことを知っているか。

知っている２４名知らない４９名

１１）よこぴきとたてぴきの歯の切削角は，どちらが大

きいと思うか

たてぴき２２名よこびき１１名

わからない４０名

以上の実態調査から，既習の「のみ・かんな」の切削

のしくみが一応定着されていることがわかる。また，い

がいに「のこぎり」についての体験が早く，この道具は

生徒にとって身近なものであることがわかる。たてぴき

とよこぴきの区別ができる生徒が約半数もいることから

わかる。しかしなぜ目的に適しているのかもちろんその

真をつかんでいない。前時では，「のみ・かんな」で材

料との関係では握させた結果，５)のような結果がでてい

るが11）のような結果がでていることから明らかであ

る。

Ｂ君は「小学佼でも加工学習はプやってきたが，どれ

もものたりなかった。中学に入って技術の時間にひじょ

うに興味をもった。それは，いままで，ただむちやくち

やに道具をつかっていたのであるが，それが，どういう

しくみでどうすると切れるのか理論をきかされ，なるほ

どと思って，そのとおりにするとひじょうにうまくいく

からである。私は，郵便受けをつくりたいと思っている

が，この小箱づりの体験をいかして，しっかりしたもの

をつくりたいと思う」と述べている。

１学年では「小箱づくり」と次に各人の作品を自由に

つくらせているのであるが，いわゆる「小鋪づくり」と

いう作業は，２人グループで，加工の基本を徹底的に定

若させようというところにねらいをもつ。そして，別表

１のような指導案を立案し「小箱づくり」の過程の中の

「のこぎりのしくみ」を定着させようとするものであ

る。

4．指導法の実際

まず生徒に，表１をもたせ，作業の学習のさいは一斉

に２人グループが一方は作業，一方は観察して小箱づく

りをやる。ここではカード(1)について一例をしめす。

とくに行動を番号で順序づけてみる。そして評価を○よ

い，×悪い，としてその柵を１点として計鏡する。ただ

し×○の場合は，いずれが強いか判定し○の方であるな

らば◎，いずれとも判定できぬときは×○そのままとし

て１～12のそれぞれの柵は，ユ点か0.5点か０点とする。

この生徒は１～１２の項目について行動２５で終了してい

る。そして得点は8.5点ということになる。このことか

ら，観察している生徒も，次に自分がどう実践すれば正

しくできるのか，そして，しかもどう判定すれば正しい

評価ができるのか，自らの力を伸展していかなければで

きないので，いきおい，するどい観察となる。また観察

されている者に対して，細かい分析をしなければ失礼に

も価するので実にしんけんである。しかも観察して感ず

ることを記述させることによって，実際に作業をしてい

る生徒の態度が明確になる。

従来，単に，平けずりは正しいかとか’のこびきは正

しいかなどと，あまりにも大ざっぱな評価をしていたた

めに，生徒も，まったく，いいかげんな判定していたこ

とが，このことから，はっきりした。また，教師のチェ

Z９



表１平けずり行動記録・評価記録カード(1)（例）月日限

所要時間

材料の木取り寸法対象生徒年組番氏翁宮島一夫
×××

予想仕_とがり寸法記録生徒年組番氏名花野一郎
×××仕上がり寸法×××

－

項 層 行 動評価

lかんな身のぬき方は正しいか 2２，２４ ○○

1，４，７，９，２３○○○○○

難｜：雛庶照蹴か 閉５ ×

４刃先の出ぐあいの検査方法はよいか ３，５，６，１０１○○○×

備｜：麓:蕊蛮照胤，
園２

回1９

７木目の方向を考えて材料をおいたか 1８，２１ ×○

８材料をしっかり間定しているか 1５，１７，２０１×○×

1６ ○

1２，１４ ×○

6，８ ×◎

１２材料と平行な方向で引くか 1１，１３ ×○

１３したぱ定規によ;る検査方法は正しいか

層｜鮭鮭駕鰯鷺慧，
１８けがき線まで正しくかんなで面取りをしたか

?'…，…寵で瓶爾を善……した’
合 計

観察して感ずること力のいれぐあい，固定のぐあい，全体の姿勢などがあまりよくないが，こまかい

ことにはていねいにやる。

仕事全体がていねいで正確である。仕上がりもすばらしい。

表２

本時「切削工具のこぎりのしくみ」

（１）ねらい

「両刃のこぎり」の切削のしくみを理解させることによって，切削作業を安全に正しく実践しよう
とする態度を育成する。

（２）展開

2６

発見と確認の視点 学 蔭 指 噂

両刃のこぎりの切削のしくみに。本時の課題を知為。のこぎりぴきをおこなうさいは，

ついて，「の象」「かんな」の。のこぎりの「よこぴきのこ刃」教師示範が，態度形成に大きな要

切削のしくぷと比較・分析させ，で，よこびき・たてびきを,「た因をもたらすので，正しい姿勢を
「切削角．すくい角．にげ角．てびきのこ刃」で，よこぴき．提示する。

刃先角」を確認させる。たてびきをおこなう.。。自由な話し合いをおこなわせ，こ
･のこぎりびきの結果，気づいたれから「のこぎり」の切削のしく

ことをだし合う。 みを究明しようとする動機づけを

する。

夕
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次に，表２のような授業案で，授業観察をし分析を当

校教諭からしてもらったわけである。従来，技術科の授

業分析はやりずらい，行動面が多くて，記録ができない

ということであったが，表２をもとにして記録してもら

えたら，実に好評を得た。いわゆる行動分析をしなけれ

ば，単にコミュニケーション関係では，は握できない面

をとらえさせることができるという点でよかったと思

う。マンツーマン方式をとった技術科の授業の指導法

を，今後より一屑研究を重ねていく必要があろう。

5．おわりに

以上，まことに大ざっぱであるが，主題を追求するた

めの一つの方法として試みの段階であるが，紹介した。

これらの指導法をこころみた結果，労働態度の変容がど

うもたらせられたか，かるがるしく結論を導きだすこと

はできまい。今後より一層，これらの資料を分析してみ

たい。

（新潟大学教育学部付腿新潟中学校）

Ｆ~詞喝』‐

●松尾禰太郎著四六判箱入定価６８０円に、ほのぼのとした人間味とたくま
ざるユーモアをもってｒ親｣r子｣｢教

国土社師』を語る。

。前の確認事項から両刃のこぎり

の｢あさり・ひき込み角｣などが，

「のみ・かんな」のしく桑と異

なることをみつけだせる。そし

て対象とな為材料を切断させる

ことによって，「のこぎり」の

切断方法を発見させる。

｡両刃のこぎりについて

観察や測定をとおして，次の点

を考える。

・切削角（刃先角．にげ角）

．すくい角

・あさり

・歯数

°「よこぴきのこの刃」「たてぴ‘

きのこの刃」は，それぞれの用

途によって，そのしく難が異な

ることを理解する。

｡用途に応じた，「のこの刃」を

効果的に生かしながら，材料を

切削する。

。「両刃のこぎり」のしく歌につい

ては，単なる知識として，とどま

らないよう，生徒のもっている「の

こぎり」を効果的につかい，具体

的に指導をすすめる。

･世の先生方、お父さん・お母さん方

。「のこぎり」で切削するという実

践の重視は，切削のしくみLを導き

出す発見の契機となろう。

｡加工技術における「切削」の実

践は，ねばり強く，反復し練習

する態度によって，より精度の

高い，すぐれた技能が育成でき

ることを体得させる。

。ここでの切削は，実験のための材

料切削であるが，次におこなわれ

る木取り加工，部材加工，などの

実践に結合するための基盤でもあ

る。したがってここで加工技術の

実践的な態度の基調を育成する。

一
」

たり祥き綴った珠玉の随筆の数々。

ツクリストというけれども，５０人の生徒を時間でとくに

目立つチェックとしてやってみると，何人もできない。

しかも，まったく個人指導ができずに１時間をむなしく

終了している場合が多い。

また生徒は，１時間を終了したら，製作記録表（時間

・工程…作業内容・問題の発見・問題解決方向など）に

休み時間の５分間でメモさせている。１０分の休み時間で

あるので，生徒は苦しがらずによくやっている。これか

ら１つの手がかりとして，教師も生徒の反応度を確かめ

ることも可能である。

このように，態度の形成をどう伸展させるか自作「行

動・評価記録カード」「製作記録表」は貴重な資料とい

えるのである。しかしことわっておくが，最初に述べた

ように，決して，知識，:機能・態度を何％などと格づけ

し，生徒のランクをつけているのではない。

その生徒が，どうすれば実践的な労仙態度が形成され

るのかという盗料にするためのものである。

力勤変・さ変

２１

良き父である筆者が、十数年間にわ

随筆 <最新刊＞ 全図学校図書館協議会の事務局長で『

あり、家庭にあっては、一男二女の



電気の測定

電気学習の系統化と

Ｌ一課題構造への試み
１

岡元京

発熱体

絶縁物

熱の加減

高圧の発生

雑音の除去

けい光物質

回転磁界

い。簡単にいえば，電気エネルギーを，熱，光，動力に

変換する方法を実物を通して学ぶ，つまり，ここまで実

用化する間にはらわれてきた技術者の創意を学ぷ，とい

う態度をとっている。（ラジオはのぞいてある｡）

Ｉ系統化

技術科で電気を扱う時，要は何を教えようとしている

のかが問題になる。私達は「実用化のためにどんな創

意，苦心がはらわれているか，を実物から学びとるこ

と」が一番大切な目標である，と考えてこれをまとめて

みた。その基になるものは，主として理科で学ぶ理論で

あり，その学習の順序は，技術史から得るところが多

戸一

Ⅱ電気学習系統の概略

正しい使い方

故障点検

修理

Ｉ 実用化の問題主な理論(理科）

’’

Ｆ
一

発遮送電｜Ｈ熱への交換トー

(けい光燈）

抵抗の法則

オームの法則

電力

ジュール熱

導体と絶縁体

真空放電

直流と交流

磁布と電流

電磁誘導

(砥気アイロン）

斗動力への変換ト
（誘導電動機）

｜雌内配線｜
｜

電航ｴﾈﾙギー ﾄ 光への交換ト

鰯２

２，指導の流れと課題

ここでいう「課題」とは，生徒になげかける問題であ

る。

（１）用意した教材

ａ、けい光灯

れをどんな方法で解決しているか，をさぐってゆく。

１．指導構造

今，上記のうちの（けい光灯）と，（電動;機）につい

て，その指導溝造と，設定した課題をまとめてみた。

Ⅲ光への変換「けい光灯」について

「けい光灯」は，白熱電球の改良の結果としてみつめ

てゆく。白熱電球の欠点は何だろうか，そしてそれがな

ぜ「けい光灯」によって解決されるのか。「けい光灯」

の開発にはどんな問題を解決せねばならなかったか，そ
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色

白熱電球の欠点

波長と色温度の問題

霞波とのつながり

JE▼』1

けい光物r'〔の

出す光を使う出す光を使うを使う

’
一|けい光燈の原形停診

ｌ４４

実刑化した

けい光燈

H； 燈'一’紫外線の発生方法 低圧水銀燈

Ｉ

紫外線紫外線
故僻故障の諏頻と状態

点ｊ検・修理

放電開始電圧が高い

放遮遮流を安定きせ
ねばならない

ラジオ等

への防祥

胃オ等｜｜コンデンサーコンデンサー

による解決感一は一‐

一一

、’ よる解決安雄器による解決
Ｄ８ＣＥＥＥｌ

↓

【を発生省安定器にﾊ゙ ﾉiIi§を発生さ

せる操作をどうするか

〆雲

ラジオ部冊
とのつなが
り

押ボタン式押ボタン式

点燈篭式による解決

図の，Ａ～Ｂには，①のタンブラースイッチ，②の点

灯管が自由にとりかえてつけられるようになっている。

Ｃ～Ｄのターミナルには，③の安定器をつけたり外した

りできるようにしてある。

ｂ・高圧発生裁置

けい光管の放電開始遮圧を実験するためのもので，

並三ラジオ用のトランスを２個直列につないで，途中１０

ｋオームのポリウムを入れた。これはずい分乱暴な装腫

で容量も不足であり，５秒とつづけると危険であるが，

とりあえず，手持ちちの部品でつくったものである。

TＵ 除‘､光職’ＩＴ
Ｏ二

ＡＢ

、－．Ｇ
ＣＴ〕

タンブラー

スイッチ

ー|巨＝岸

Ａ～Ｂ，Ｃ～Ｄターミナル

① ②

計-＝'一一L_里
クンイラーズイ’千点燈篠

坐
へ③一

(2)指導の流れと課題 安定器

課 題 小課題（発問） 指導内容

。どんな欠点が考えら

。なぜ，そのような久

だろうか。

。けい光灯の光はどう

るのか。

。（前述のけい光灯の

ソプラースイッチをｆ

をあたえて）

このけい光灯を点灯

また消して染よ。

。点灯，消灯の順序と

|うすをまと鐘ょ。

①白熱電球の欠点は何か。｜・どんな欠点が考えられるか。。熱が出る。①白熱電球の欠点は何か。。どんな欠点が考えられるか。。熱が出る。’

・色が黄色い。「効率」が悪い。

。なぜ，そのような欠点があるの。物質の温度をあげて光を出す方法の限界。
だろうか。 「色温度」

②けい光灯はどうしてそ。けい光灯の光はどうしてでてく･けい光紡質の性質と種類
の欠点を解決したか。るのか。

③げい光灯の稚造はどう。（前述のけい光灯のＡ～Ｂにタ。けい光灯億２つのスイッチをＯＮにして，
なっているのだろうか。ソプラースイッチを入れたもの一方の点灯スイッチを切ると点灯する。

をあたえて）

このけい光灯を点灯してみよ。

また消して染よ。

。…灯の順勝…I鯖の』ｉｌｌうすをまとめよ。

また消して染よ。

うすをまとめよ。

。色が黄色い。「効率」が悪い。

。なぜ，そのような欠点があるの。物質の温度をあげて光を出す方法の限界。
だろうか。「色温度」

②けい光灯はどうしてそ。けい光灯の光はどうしてでてく･けい光紡質の性質と種類
の欠点を解決したか。るのか。

｡点灯.，消灯の順序とその時のよ

このけい光灯を点灯してみよ。

２，３



④けい光管の性質をしら

べて象よう、

⑤放電開始電圧をどうし

てつくりだしているだろ

うか。

⑥放電電流をどうして安

定させているのだろうか。

⑦点灯させるためにどん

なくふうが必要か。

⑧ラジオ等への防泌を防

ぐにはどうすればよいか。

⑨けい光灯の点灯から消

灯までの手順をかき，そ

の時の電流の回路と各部

の働きをまとめよ。（ま

とあ）

⑩けい光灯を実用化する

ために，どんな問題を解

決しなければならなかっ

たか。（まとめ）

⑪次の場合，けい光灯は

どんな状態になるか。考

え，実験してみよう。ま

たそれを回路計で発見す

るにはどうすればよいか。

＊

2４

｡けい光灯結線図をかいて，電流

がどう流れるかしらべてみよ。

｡捲造はどうなっているか。

｡放電開始電圧をしらべてみよう。

｡放電を続けるには電圧は何ｖあ

ればよいか。

。フィラメントはどんな働きをす

るのだろうか。

｡高圧をつくってると思われる部

品は何だろうか。

｡安定器の働きを実験して歌よう。

（安定器の両端に,5Ｖの乾電池

をつなぎ，両手でもって，片側

を急にはなすと，感電する｡）

･安定させる抵抗の働きをしてい

るのは，どの部品か。

｡点灯操作から考えて，どんなス

イッチをつくればよいか。

。これを自動的にするくふうはな

いだろうか。

｡今迄にしらべてない部品がない

か。それを外したらどんなこと

がおこるか｡

｡図をかいて説明して象よ・

｡整理してかき出して詮よ・

。フィラメントが切れている時。

｡安定器が断線している時。

｡点灯.スイッチが接触したままは

なれない時。

｡ｺｿヂｿｻｰがｼｮｰﾄしてる

時。

｡点灯管が中で接触しない時。

｡点灯管が中で接触したままにな

・って為時。

難

｡点灯恥備と点灯中とで電流の流れがちが

うこと。

｡電極。フィラメント。けい光物質

･水銀。フルゴソカス。紫外隷

･放電開始電圧が100Ｖより大きいこと。

｡放電を続けるには１００Ｖ以下でよいこと。

｡準備段階としての働きと放睡中の電極と

しての働き。

｡安定器の働き。

。コイルに電流を流して，急に切ると，両

端に高圧を発生する。

｡放電電流は抵抗でおさえないと，次第に

ふえてくること。

。コイルは交流に対して抵抗がふえる．こと。

。フィラメントに直列に電流を流し，しば

らくして切れば点灯する。

。点灯管の総造とその働き。

。コソデサーをつける位倣とその働き。

｡問い放電開始電圧をつくり出すこと。

｡放電電流を安定させること。

｡手軽に点灯できるスイッチや部品を考え

出すこと。

｡回路の断線による故障

･点灯スイッチ・点灯櫛の接触しっぱなし

・コソデサーのショートによる点灯不能

状態。

(新潟県白根市立白根中学校）

爵：
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2．技術科主体のとりくみ……技術科と家庭科は別内容

であるが，かなり家庭科内容は技術科に吸収される。

どうしても残ったものが家庭科的内容であろう。いづ

れも男女共学で行うべきである。

3．単一教科としてのとりくみ……従来の技術・家庭科

、の発想を否定し，子供の世界をみつめなおし，消費か

ら生産へと発展する過程を教科･として体系化する。当

然男女共学の一般教育としての性格をもち得る。

以上ですが，１は日教組の教研活動にみられる，生産技

術分科会と家庭科分科会に分けてもたれている状態は，

その主張をあらわしているといえましょう。もっとも最

近は２に技術分科会では変りつつあるようですが，家庭

分科会は以然としてこの立場をとり，小学校の実践を主

体にし，中学，禰校の別学については，共耐修が望ましい

という，共学から一歩ひき下った立場をとるに至ってい

ます。衣食住分野は女子コースだけにしかないのですか

ら，それを男女共学で教えることは，全くの自主編成で

あり，至難なことです。別個の教科として割り切ってい

る間は共学は理念にとどまらざるを得ないのです。特,性

論で分けられている指導要領とは出発点は異っているの

に，結果においては女子向き内容をすすめていくことに

ならないでしょうか。

２は多分に運動論的な発想が強く，技術科教師にとっ

てば推進しやすいが，家庭科教師にとってはかなり抵抗

のある方法です。なぜなら技術教育と家庭科教育の両面

を自主編成することが家庭科教師のノルマとして課せら

れているのに対し，技術科教師は技術教育の中味を深め

できる限り女子も含めた授業をすすめていけばよいので

あり，このことは指導要領や教科書から類似内容を見出

すことはある程度可能であるからです。産教連の提唱し

た「女子にも本ものの技術教育を」というとりくみは，

当初は共通の願いであったけれども，家庭科教師にとつ

植村千枝…………急■●●ロロ■●■●●■eBeQe0eQheOL60①凸■BOD■GoGo分合■●●Ｑ０ｐｂｂＤ｡■■■Ｇｐａａａ■q●｡■●■■■■■=■■■■■■■■■ｄｏ白aGqaUQOOD6p0■●､●oBD6pp0■■■■■■■

皿 はじめに，．

３７年に男女別コース内容が発表された当時は，家庭科

教師のなかから，「ようやく食物学習を男女共学でやる

授業スタイルが身についてきたというのに，女子だけの

内容にするなんて残念だ｡」という不満の声がかなりあ

ったのを覚えています。しかしそれから７年経った今日

すっかり影をひそめ，被服分野はむろん，食，、住分野の

男女共学実践の報告は，ほとんどきくことができなくな

りました。

当初は，女子向きコースに分けられたことに反発した

教師はかなりいたと思いますが，，何しろ指導要領も，教

科書も全く別内容であってみれば，それをこえて共学に

するには，技術科教師の了解がなければできないことで

あり，そのためには相手を説得できる教科のみとおしが

なければ共学を実践していくことは悶難であったわけで

す。

もともと家庭科教育は女子教育として出発し，終戦ま

でその伝統は続いてきたのであり，戦後日本の国家主義

は家族主義によるとして，ＧＨＱから廃止される憂目に

あい，伝統ある家事科，裁縫科は姿を消し，やがて男女

ともに創る民主的家庭に役立つ教科として衣がえしたの

です。しかし中味は家事処理技能を主にしていたので，

実学的な立場からみれば，女子の方がより必要であると

いうことになり，別学コースにならざるを得なかった，

特性論として男女別コースを打ち出している指導要領は

当然の帰結であったわけです。

…男女共学のとりくみ…………………………

－家庭科教師の歩みを中心にして－

詞
三

匡司刊

回共学路線のちがい，３つの廻り方

技術・家庭科を共学で行おうという路線には大ざっぱ

に分けると，３とおりあると思います。要約すると，

1．個別的なとりくみ･･…技術科と家庭科は別々の内容

である。そぞれを共学にすべきである。
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ては，すぐにそれだけでない家庭科教育の中味の再検討

なくしては実践できないことを悟ります。その経過をふ

り返ってみると次のようになります。

60，市川大会……中村知子氏から「展開図から入った三

角法の教え方」「女子にＴ定規がないのはなぜか」な

ど早くも男女差の指摘が行われる。

61，長野大会……植村からミシン教材を「保守修理にと

どめるのでなく機械として教えよう」「クランク，カ

ム機榊をどう教えるか」「教師の研修サークルを作ろ

う」といった教材研究は，教師の破修なくしては行わ

れないという，特に家庭科教師の脱皮の方法を示す。

62，武蔵野大会……佐藤禎一氏から「家庭工作，家庭機

械の家庭を除き，ほんものの技術教育を行おう」植村

から「男女共学可能なカリキュラムを編成しよう」い

わゆる工的内容を深めようとすれば，被服や調理教材

が圧縮され再検討される。特に被服製作の130時間は

いかにも多い。合理的な教え方によって時間が圧縮さ

れる例がいくつか示された。

63,名古屋大会……小林美代子氏「男女共学で電気学習

を指導して」:植村「男女共学の金属加工学習」など，

人間疎外ば生活と生産の分離にある，統一していく視

、点で組みかえよう，という考え方からとり組んだので

あり，女教師の意欲と能力で困難な諸条件を克服し，

技術教育を教えることができることを実証したといえ

る。

64，花巻大会･…･･現地の要望があって，家庭科分科会と

技術科分科会に分れたため，両分野を統一的な視点で

討議することができなかった。男女共学と年間計画を

３校から発表されたが，男女差別をなくすという理念

は同じだが，質的に違う。盛岡下:陥中と上田中は，工

的内容をできるだけ共学にし，家庭科内容は別学でと

りあげている。武二中は工的内容と家庭的内容をあわ

せて検討し，その中から新しい教科の体系を作ろうと

している。

65ノ愛川大会……渡辺則子氏「たんぱく質をたしかめて

みる－男女共学授業から」植村「家庭科教育を見直す

視点一化学技術教育への脱皮」栽培と食物学習の関連

に着目し，協同研究体制の１方法として提案されたが

技術科教師からは理解されなかつた。

66，京都大会……清原道寿氏「技術的能力差は男女には

ない」植村「家庭科の歴史を知り女子教育からの脱皮

をはかろう」男女共学は可能であるなど，共学につい

ての論議がかなり出された。岡邦雄編，技術・家庭科

授業入門出版され，岡先生の論文“技術を教えるとは

2５

どういうことか”に述べられている教科論に共鳴ナ

る。家庭科教育もこの考え方で見直すことができると

いう感想をもらす人が少くなかった。

67’静岡大会･･･…村田咲子氏「技術的能力を高める工夫

一電気教材を中心として」女子内容を深めていくこと

で，男子内容と変らなくなり，男女共学の可能性がで

てくることを実証。家庭科的内容については，あえて

共学でとりあげることは現行内容を全く否定する立場

をとらなければならない。その意味で村野けい氏，森

田啓子氏の「共学でとりあげた調理実習」は注目に値

する。原春子氏の「女子内容を圧縮する必要はない。

女子の特性をいかした家事処理技能を身につけさせる

ことが女性の幸福につながる」という発想と対立し

た。

68，八王子大会……岡邦雄氏から「技術家庭科を見なお

す視点」と題して男女共学を説かれる。要点は①学習

指導要領をすてよう，②子ども中心の教科にしよう，

③技術と家庭を別のものと考えず，重ねあわせること

が必要である，④理論をもって実践家が実践しなけれ

ばならない，⑤教授の順次性は子どもの発達にあわせ

る。この理論を受けて男女共通共学プランが向山案と

して出され，それに補った植村案が出された。これら

全体集会を受けてそれぞれの分科会では更にくわしく

中味が提案され討議された。家庭科教師の分科会では

坂本典子氏「食物教材を化学教材として系統化しよ

う」は具体性があり現場で実証しようという機運を作

った。今までのとりくみを一歩前進させたかにみえる

大会ではあったが，最後のまとめの討議で，技術科が

薄められないか，という反論がかなりあり，家庭科教

育も含めて考えていく視点はまだまだである。

註各年の８月号と10月号技術教育誌を参照された

い。

以上１０年にわたるとりくみは，本ものの技術教育をすす

めていこうという共通のねがいから出発したのに，技術

科の教師と，家庭科の教師ではとりくむ内容が違い，教

科観のイメージのズレがだんだん生じてきてしまったよ

うです。技術科教師は２の路線を着実に指向し，家庭科

教師は早禽と２をとびこえて３の方向の実践を，徐々に

ではあるが進めてきたことが改めて確認されのです。

岡先生が継続して発表された論文は，３の立場を見事

に理論化されたものです。男女共学を根本に据えるに

は，既成の生活や生産から引き出してきたのでは現行の

指導要領と全く変らない，という指摘は核心にふれてい

ます。定･例の研究会で向山氏から発表された，私たちの
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ではな

胴，と

めざす教育課程の第二項目“技術を労働手段の体系と規

定し，労働手段としての道具,､機械，装置，労働対象と

しての材料やエネルギーなど，及びそれらに働きかけ，

それらを利用する人間の労働について扱う教科とする”

という規定に対して，家庭科の教師は家庭科教育で扱う

衣食住に関する素材をこの線に沿っていきなりとりあげ

ることの困難さを感じたのです。食品生産や大通炊事ほ

この規定にあてはまるけれども，子どもたちの身近な生

活からまずとりあげると家庭調理からなので，それをも

含めることは，この規定が全面に出されると，飛躍をど

う埋めるか考えこんでしまいました。

向山氏の報告への批判として，次の研究会で出された

岡先生の発表は，はじき出された家庭科の問題をも含め

て統一教科としていける方向を示され，居あわせた家庭

科教師は思わず拍手し，技術科教師と一瞬対立した零囲

気になったのは，男女共学路線の今までのとりくみの違

いをあらわした面白い場面でし：た。岡先生の反論を再現

しますと次のようになります。『まつさきに技術の規定

が持出されている。ここで問題というのは，投術とは何

か？から入ってその技術を教える教科として技術科（実

は内容的にも方法的にももっと意味のひろい技術家庭科

が考えられなければならないのだが）が規定されるとい

う順序になっている。（a)私にはこの持出し方がひどく

突然なものに感じられる。いうなればここには教科とそ

れに対･応する学問分野との混同がある。もっと一般的，

回３の立場にたってとりあげると教材はどう変るか

指導要領，および教科書にとりあげられている衣分野

では，１．年ラブウス，スカート，２年パジャマ，３年ワ

ンピース製作というとりあげ方は，どんなにやさしい形

になおしたとしても，おとな達が作りあげた衣服をその

．まま子供達に教えこもうとしているのであり，岡先生が

指摘される子供の世界を無視して，おとなの世界そのま

まを押しつけているのです。従って順次性を欠いた教材

は技能的に無理なので，知識としても定着'していかな

い，ひたすら表面的に出来上こるとだけに気をとられた

教師は，製作ノートなどといった記録簿を活用して技能

のおしつけを強いているのです。

一方，こうした考えることを抜きにした技能偏重型の

指導要領に，反対の立場をとる家教連では，子どもの生

活要求を大切にしよう，という目標をかかげ「要求学

習」を打ち出し，実践の輪を広げていっています。先ご

ろ開かれた都教研主催の６月教研集会で，世田ケ谷区立

中学校の家庭科の先生は，３年の衣教材の実践を次のよ

うに発表しました。『子ども達の作りたいものを調べた

ところワンピースドレスを自分達の好きな形でやらせて

ほしいというので，思いきって自由に作らせてみた。グ

ループも仲良しグループで，スタイルブックや様々な洋

裁の型紙を持ちこみ実に生き生きととりくみ，授業は今

までにみられない活気に満ちたものであった。家庭科教

育は本来生活に根ざしたものであるのに，その生活要求

をつぶしていたのが家庭科教育ではなかったのか。少数

の父,母から基礎を教えてほしかったという意見もあった

し，授業はうるさくなったが，生き生きととりくんだこ

とは何にもまして前進といえよう。食物学習も子どもた

ちの作りたいというものをとりあげ，最後のしめくくり

として,,保育学習にからめて婦人問題をとりあげた……』

というのでした。伝統技法をひたすら教えこみ，考える

余地のない技能偏重に気づいて，子どもを発見しようと

試みたのはいいとしても，これが真の生活要求と考えた

のであれば，あまりにもお粗末ではないでしょうか。

子どもをとりまく．世界も又盗本主義体制の中に組みこ

まれています。３年の教科書にはワンピースドレスの製

作がとりあげられていて，ほうっておけば当然作るもの

として受けとめています。流行のシフトドレスに目をう

ばわれ，ミニスカートにあこがれている子ども達にとっ

て，教科譜のワンピースは流行おくれです。だから子ど

２７

、
Ｊ

実践(教科)から理論(学問)へ基本的に考えれば，

〈て，理論から実Ｉ

り違いましたが，ようやく同一視点にたっての研究が始

められようとしています．

くて，理論から実践へという〔実践とは理論の応用，と

いう古臭い表現を思い起せ！〕方向で考え方が進められ

ている。上に出てくる技術の規定は生産技術に与えられ

た社会科学的な規定であって，現在われわれが問題にしＫ、弓

ている， ひろく，深く子どもの生活環境で技術家庭科を

概念づけるためには若干の飛躍がある。（b)……以上略』

（註，傍線は筆者）

引続いての研究会で，岡先生から，更にくわしく教材

単元の研究，どう教えていくかを，授業のサーキットし

ての例で説明がありました。（註，技術・家庭科教育の

創造63頁参照のこと）知識の定着は学習労働なくしては

本ものになり得ないこと。学習の態度の確立は人間的態

度の確立をうながすが，それは技能の習得を含めた学習

労働によってであり，知識の概念を形成する働きにもな

る。又逆にも作用していくということで，それぞれ当面

している教材を構築する起点になる筋道でした。参加し

ていた家庭科の教師も技術科の教師も，これなら納得が

いくということになりました。２から３へと道怪はかな



もの興味本位にまかせれば当然流行を追うことになり，

それを自由とはきちがえてよろこぶ子どもをみて，これ

こそ生法要求，と考えては過信です。いつも問い続けて

きた，生活の矛盾をどうとらえさせたのか，この実践で

はすっかりぬけてしまって，あとでとりあげる婦人問題

で一挙にまとめようとしてもお説教になってしまいま

す。このことは全国教研でも同じで，生活の矛盾を見出

す実践の，生活とはおとなの世界での矛盾をおしつけて

いることに気づきます。

子どもの世界からとりあげるなら，例を衣教材とする

と服は新生児のときから身につけてきたものなのに，ず

い分知っているつもりのものも，いきなり作らせられた

ら何が何だかわからないほど難しいのです。長い生活の

中から今日の服を作り出してきた歴史は実に長く，特に

今日の服を作り出している繊維産業ば，その形態も使用

法も変えてしまい，更に変っていくと思われます。だか

結露
ティーチングマシン研究指定校へ

－メーカーの売りこみ競争－

文部省はこのほど’４４年度公立中学校のティーチング

マシン研究指定校として22校をきめた。その指定校は，

青森県弘前市第２，秋田市下浜，山形市第１，福島県

二本松市二本松，千葉市蘇我，茨城県土浦市第１，群馬

県桐生市南，東京都大岡区大森第６，撹山県福光町吉江

金沢市城南，福井県朝日町朝日，山梨県武川村武川，岐

阜県真正町真正，愛知県新城市新城，滋賀県竜王町竜王

大阪市生野，神戸市垂水東，広島県府中立第２，香川県

高松市紫雲’熊本県八代市八代第１，大分県豊後高田市

高田，鹿児島県加治木町加治木である。

これらの研究指定校の研究教科は，数学．理科．社会

・外国語であり’これらの中から１教科または２教科を

選び’県内校の協力をえて，ティーチングマシンによる

教育の研究を実施することになっており，２年後に研究

成果を文部省に報告する。

こうした指定校制定を期に，ティーチングマシンのメ

ーカー10社（日立製作所’東芝，日本電気，沖電気，松

下通信’ソニー’エルモ，島津製作所，学研，日本ビク

ター）は，はげしい売込みを展開している。各指定校は

自由にメーカーを選んでティーチングマシンを購入する

2８

ら現在着られているものをそのまま教材にもってきたの

では飛躍があり，理解させにくいのです。歴史的にみれ

ば大まかなものを身にまとっていたのであり，天然繊維

です。そうした発展をさかのぼって教材を考えてみるこ

とは，未分化な子どもの世界にも通じるものです。又，

物を作るということは布に限らず，さまざまな教材を使

って試みることで，教材の違いから加工法のちがいを比

較しよりたしかなものにすることができのです。ブラウ

スやワンピースドレスのような大きな製作品は作らなく

とも，繊維に対する正しい認識をもつことの方が明日に

生きる能力として必要であると思われます。又，女子教

育のイメージからぬけられない被服製作という特殊分野

から，加工学習の中の１つの素材として布をとりあげる

という視点に立つことによって，単一教科としての男女

共学の実践をすすめる筋道がでてくるのではないでしょ

うか。（武蔵野市立二中）

ことができるので各メーカーは，はげしい受注戦を展開

するわけである。しかも，優秀な砺子機器に対しては，

文部省認定のおすみつきがえられ，こんご中学校への売

りこみに有利となる。

研究指定校では，２学期から，ティーチングマシンに

よる教育を実施するので，７月いつぱいまでにメーカー

をきめ，夏休みの８月中に据えつけを完了するので，売

りこみは最後の段階をむかえている。現在メーカーでは

日立製作所が先行しており，石川・滋賀・茨城・群馬・

千葉・山梨・大阪・兵庫・広島・鹿児島の指定校からの

受注が内定しているといわれる。これについて，青森・

秋田・山形・福脇ば沖電気，東京は日本電気，その他の

指定校は各社入りみだれて，はげしい受注戦を展開して

いる。

電子機器を利用するティーチングマシンが，中学校教

育にとりいれられることは，学翌指導法の改並として鯉

要な意義のあることであるが，現在世界のすすんだ国々

のこの教育をみても，もっとも問題となることは，ティ

ーチングマシンの機械（ハードウェアー）よりティーチ

ングマシンに入れるプログラム(教材一ソフトウェア）

を完成することである。プログラムの研究・作成には，

機械に必要な経饗より以上の経費が必要である。しかし

そのための研究は，日本では非常におくれている。

「

Ｆ吾



ことを重点に考えて計画しました。１はじめに

小学校５年から，新しく家庭科教育がくわわり，料理

を作って食べたり，縫ったりすることは，４年生までの

教科ではなかったことであるB

楽しい学習の毎時間を子供達は非常な関心と，大きな

期待を寄せているのに比べ，６年の男子は，「家庭科な

んて女の子が，するものだから，四教科しっかりやれば

よい｣。「つまんねえの｡」と口々は不満を述べるのであ

る。

そこで何が原因でこんなにも関心がなくなったのだろ

うかと，子供達にアンケートをとってみました。

それによると，特に衣教材に関心がなく，教科書の衣

教材をとりあげてみると，布と針の持ち方で，台ふき作

りをして，ふくろ作りへと移転し，教科書にある型紙を

使用し，教材屋さんの色別のセット物を，そのまま使

い，ぬい方〆作り方を学習しても，与えられた物を単に

製作する喜びだけしか味わえない子供達。

このようにとくに衣教材については，みだしなみを，

自分で整える一つの技能として，裁謎教育がはいってお

り，下記に列記するように，単にいろいろな作品をつく

って，生活に役立てるというだけにおわり，戦前にみら

れるような，製作技法の織列すらみられない。

男女一緒にしなければならない教科だと，子供達に，

説得したところで，現在では，中学校においては，男女

別学であり，商校では女子特有の教科となっている。

小中高を，女子の家庭科では，表面的には，織統性が

あるように見えるが，男子の技術と小学校の家庭科との

関連はないといっても過言ではない。

技術・家庭科として，小中高と関連するならば，また

子供達の期待にこたえ，楽しい夢をこわさないように，

したいと願い，最初のこころみとして『人間が生命維持

するのに，なぜ，衣服を着なければならないか§という

｢小学校の布加工学習，

邪心

二釦

小･中の関連教材として

尾崎しのぶ

-せいけつなすまい－台ふき作り

整った身なり一ほころびのなおし方

ボタン・スナップのっけ方

ふくろ作り一裁縫箱のふくろ，ししゅう

ミシンの使い方一ぞうきん等

一身の意わりの整理整頓一整理袋

‐夏の住居の工夫一テーブルセンター

衣服の手入れと保存一つくろい，カバー類作り

-冬のすまい一かくかけ

マガジンラック

ー昭和43年学図一

函
」

２私の考える「衣」の分野

江戸川添いのこの地域の大部分は，農家と勤め人と，

自家営業が占めている現状で，毎日の生活におわれ，忙

しいのでとかく役立ち主義になっている。

そこで，子供達が，生活にふれ，現実の生活に目を向

け，目をひらき，生活の諸矛盾をとらえる力を，つける

ことを願い，次のようなことを計画しました。

衣服領域では「着る」ということに，重点をおきた

い。そこで，人間のはたらきを，無視され，衣服本来の

機能が失われてきているなかで，このことを大事に考え

ていきたい。

「着る」ということは，からだを，保謹する体内的な

「被う」ということ，対人意識の上に成立する「装う」

ということがある。

この両者は原則として，常に融合して「着る」という

使命をまっとうする。しかし「;被う」ものがあって「裁

う」という形式がでてくる。そこでまずこの領域では私

達のからだをおおって保護するということを軸としてい

きたい。

６
年

2９

５
年



3）布を使ってグループで考え

た展開図をもとにふくろを作

ってみる。

羅驚…巨謂鱒態デ
（家庭科教育の計画と展開の衣分野より抜粋）

３どう指導したか

－５年一布の接合…･･･ふくろ作り

ねらい一ふくろの条,件をよく考えて，布を接合させ

なければならないことを理解させる。

接合には「ぬう」以前に「さす」というこ

とをわからせる。

｡布の特徴

１．洗たくができる

２．ほつれる

３．紙より丈夫

４．伸縮性

※ふくろのいろいろ

5）ふくろつくり

｡針の危険性と歴史だけを教え§他

の技術は，グループで教えあうこ

とによって作る喜びを味わせる。

留意事項 子供の反応

･長さをはかっている子供と裁縫箱

に直接紙をくっつけて箱をつくっ

ている子供とがいた。

※箱の展開図のいろいろ

学習内容

1）画用紙で裁縫箱を入れる箱

をつくる。

（１）作.ろた籍を切り開き，箱

のたて,よこ,厚さをはかる。

（２）長さをグループで統一し

てふくろの展開図をつくる

（さいほうばこをおいて染

る）

2）材料は何を使用したらよい

か考える。

3０

庁

｡箱がふくろに変っていく中で，雑

とふくろの違いと関連を製作す為

なかで桑つけ出していく。

ぶゆ『

｡木材・鉄鋼・紙等の材料と布を比

較させる。

、こまったこと

。ぬいかた（大部分）

。玉どめ・玉結び

('｡）失敗したこと

・もつところが短い

･ふくろの大きさ

②グループで作りたいふくろ

4）ふくろについての反省

①グループでふくろを作る

のに・

伽こまったこと

（ﾛ）失敗したとと

し１考えたこと

②グループでどんなふくろ

を作りたいかはなしあう。

。デザインする

。展開図をかいてみる

－６年一体を守ることの意味……着方

ねらい－からだの健康を保ち，保護するために衣服の着方のたいせつさを理解させる。

〆

･ふくろの条件を考えて展開図を考

え為。

①持ち運びに便利

②ゆる歌の必要性

③ぬいしろの必要性

④中の物を保護する役目

子供の書いた展開図をもとにふく

ろ型紙へ移向

｢人間が着る」ということを基本的なねらいとした

５

年

６
年

主とし
て接合

守るこ
とのい

み.．

｡布の接合一ふくろ作り

。とめる役目一ボタン・スナップの働き

｡着方（自然・社会・環境との関係）



『両

かみの毛をも･やした

ときのようなにおい

においはしないが，
とくくったにおい

5側

学 習内容

1．布の種類となりたち（グループ活動）

｜種類｜
動物繊維一絹・羊毛

植物繊維一木綿・麻

化学繊維一テトロン・アセテート

レーヨン・ビニロン

ナイロン

｜なりﾗEマテ’

留意事項子供の反応

･グループで協力して図書で調べる。。くわしく調べている子

供，簡単にしらべてい
る子供あり。。

｡児童が調べたものをもとにしてま

とめる。

雛謀隙娠｜
｜①羊毛②綿花

｜留意事項｜

にんする｜もえかた｜におい

･術を種類別に分績して確鯛撫鯛篭蕊|齢獣とき②

「
Ｆ

Ｆ

灰の色とかたさ

白い（灰色）
やわらかい

｡布を種類別に分類して確

認する。

平たいリボン

状でねじれが

ある。上質の

ものほどねじ

れが多い

励
物
一
化
学

ジリジとかたまりなが

らおそくもえる。

火を近づけるととけ
炎の中でとけてもえる

｡布は糸と糸が交さしてできている

ことを知る。

｡夏:と冬に向くきれを分類するのに

種類だけで分類できるだけでなく，

おり方によっても分類できること

を理解

･糸はどんなになっているかを理解

させ感

もあん

くろく，かたい玉

おすとつ募れる。

うすい黄かつしょくで
かたい

まとめ

動・植・化の繊維を図示して教える

羊毛

すきとおるような円柱

状をしており，ガラス

のような感じがする。

3．布の分類

夏と冬に向くきれにわける。

分類した布の織り方をゑて図示す愚

鞠

ナイ豆ン

円柱状をしてお

り外面にうろこ

のようなものが

ある



4．暖かい満方．涼しい着方

･空気そうの作り方

・着方（重ね方）

・感触

。おり方．

。吸湿性

5．型休，デザイン ｡グループで全員が涼しい型'体をデ

ザインして何か作りたいという意

欲を起こさせる指導をしたい。

付記

布は本来，中のものを保護する為に使用している。

それで，固体のものを保護する為に使用し，次に，活

動するものを保護する為に使用し，製作するというよう

に発展したいと思い，５年で裁縫箱のふくろ作りから，

人間の体へと移転し，さらに中学校では，活動するのに

適したものを，製作するというように，関連づけたいと

思い計画しました。

４実践する中で気づいたこと

去年1年間，単元ごとに，生活に役立てるという編成

に比べ，単元でまとめて，編成してみると，他の単元と

の関連性，子供達の教材に対する関心も深まってきたよ

うです。

今実践している途中ですが，授業のおわった休み時間

に「５年生の授業に比べ，少しむずかしくなったなれど

も，おもしろい｡」

「今まで，女の人ばかりが，ぬえばよいと思っていた

が，人間ならば，だれでもきれのことについて，知らな

ければならないんだね」と語りかけてきた子供をみて

も。

このように１人だけの言葉でなく，全員が思えるよう

に，家庭科教師として子供の期待にそえるようにしてい

きたいと思う。

はじめての自主編成をもとに実践していく中で，子供

の反応がどうかえってくるのかが不安だったので，子供

にふりまわされたようなこともあった。

展開図と型紙との関連はわかるが，箱の展開図から型

紙への発展として，今使用している型紙で良いかどうか

は，もう１度考えなおしたいので，布の接合を理解させ

る為に，ふくろ作り以外に適切な教材はないものかとも

思っていますｂ

（江戸川区立江戸川小学校）

海後宗臣

近代lE1本教育論集全8巻善欝塗監修
縞染・解説

近蛎撫繍鵜〃冒懲溺室驚喜蛎総:：
回教育内容論Ｉ志摩陽伍近刊
囚教育内容論Ⅱ志摩陽伍近刊
回児童観の展開横須賀燕’50Ｏ

既刊３巻

癖巻…同蕊鎚〃畠蓬聖篭諺震黒灘灘罰
国±社回教育学説の系譜稲垣･横須擬近刊

3２

戸一

ｎ審



Ｅ可

［可

食 品の考え方

－牛乳標示を中心にして－

職場でいろいろな雑談をしているときよく気のつくこ

とであるが，専門の分野で非幣に造詣の深い人でも専門

外の事になると意外にだめなことが多いものである。先

日中学校の技術家庭を担当している先生方と話をした

が，この科目が非常に範囲が広いだけに大変だなという

気がした。女'性の先生で家庭科目を担当している先生は

調理の面からの食品についての知識には優れたものをお

もちであるが，加工された食品についての理解の面にな

ると望むほうが無理かもしれぬがやや薄弱である。

昨今のようにいろいろな形で加工された食品が増えて

くると，調理方法も当然変わってこなければならない

し，消費者という立場から生徒を指導する場合，ある程

度の知識理解が必要になってくるだろう。別に専門的な

知識をひけらかす気持は毛頭無いのだが，先生方が指導

にあたって今更専門的なことを研究されることはほとん

ど不可能であるにしても，それだからといってその知職

を全く無視してしまったのでは十分な指導はできないと

思う。

そこで，食品というものについての｢基本的な考え方」

を例をあげて説明しようと思う。日常の生活や指導の面

で，ほんの少し視点を変えるだけでも，食品についての

考え方がずいぶん違ってくるのではなかろうか。

１牛乳というもの

わが国の牛乳の標準成分は

水分 全固形分

88.6 １１．４

たんぱ

く質

3.0

脂肪

３．２

乳糖

4.5
■

灰分

0.7

ということになっているが，まず考えなくてはいけな

いことは，牛乳は子牛を育てるために分泌されるもので

あるということである。瓶詰になったり乳製品になった

りしたものばかり利用しているとしだいにこの或実を忘

れてしまいがちである。だから牛乳を説明するとき私は

河 野今

常に牛乳の生成過程から始めることにしている。女性の

方なら御存知だろうが，Ｉ浦乳類の乳は乳せん細胞で作ら

れるが，乳の原料は血液である。胎児は胎盤を介して母

親の血液から栄養の補給を受ける。その胎児が生れ出て

から突然異質な栄養補給をされても受付けるはずが念

い。だから血液を一度母親の乳せん細胞を通過させて乳

に合成しこれを初生児に飲ませる。

「牛乳成分と血液成分は非常に類似している」これが

第一に考えなければならないことである。

次に初生児ないし乳児の消化吸収機能ははなはだ未然

である。おめでたいからといって生れたての赤ん坊に赤．

飯を食べさせるわけにはゆかない。牛乳の中の成分はこ

の未熟な消化吸収器官にあわせて作られている。たとえ

ば「乳糖」であるが，成人の場合でんぷんの形でも十分

に消化吸収（でんぷんを分解して糖の形にして体内に吸

収する機能）できるが，乳児はそれが無理だから，でん

ぷんを分解した形すなわち糖（乳糖…二種類）の形で牛

乳に含まれている。鳩がひなに餌を与えるとき自分の口

の中でよく噛んで与えるのと同じことである。

「牛乳成分は未熟な子牛の消化機能にあわせてある」

これが第二の基本点である。だから牛乳は配合比の問題

が残るにしても（人間と牛が同じであるわけがない）人

間の乳児に適応し，又病弱な人にも他の食品よりも効果

的なのである。健康な成人が高い牛乳（日本は世界で一

番高い）を飲むのはぜいたくな話で，目刺しでも食べた

ほうがより効果的という論も出てくるが，なぜ日本の牛

乳はそんなに商いのかぜひ説明したいのだが他稲に譲
る。次に商品としての牛乳に移ろう。

２食品価値の判断の基準

食品は自然の状態をあまり変えずに食べたほうが美味
しいものが多い。しかし，風味の向上良化・利用しやす
い状態に変える（生では食べられない）・保蔵性を変え
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る（瓶缶詰）・容穣を変える（泌縮・乾燥）などの理由

からその食品にいろいろ手を加えてゆくと加工食品がで
きてくる。

そこで加工食品の．価値を判断する時

①その食品はどのような目的（前述）で加工され，

又その目的が十分達せられているか。

②加工されたためにその食品のもつ本質的なものが

損なわれていないか。

について検討しなければならない。

食品を加工する形は大別して２通りが考えられる。そ

の１つは，その食品の本来の形をあまり変えないで加工

するもの，たとえば果実類の瓶缶詰，製品をみればすぐ

原料がわかる。ジャム類もこのなかにはいる。もう１つ

はその食品のなかから加工することによって全く別なも

のを引き出されてくる形である。前述の②と矛盾するか

もしれないが，たとえば，小麦を粉砕してふるいにかけ

ると小麦粉がとれる。形は変わったがこれは前者の形で

ある。小麦粉に水を加えて練り酵素を加えて一定時間寝

かせるとわずかではあるが発酵して焼きあげると食パン

になる。これも本質的には前者であるが，やや後者的要

素も含んでくる。ところが小麦たんぱく質であるグルテ

ンのアルコール可溶･性部分の硫酸分解物から分離桁製し

た酸性アミノ酸，これがグルタミン酸で，これを塩の状

態で結晶させたものが化学調味料として市販されてい

る。こうなると完全に後者の部類に入る。ぶどう果汁飲

料は前者，ぶどう酒は後者,.米から作ったせんべいは前

者，日本酒は後者といえば更に理解しやすいと思う。

３食品の価値は何できまるか

今問題になっている還元牛乳を例にとろう。新聞記事

だったと思うが，「本当の牛乳を飲んでいるか」という

見出しで，還元牛乳はいつわりの牛乳であるという内容

であった。消費者は還元牛乳のようなインチキ牛乳を飲

まされてはたまらないというのである。

そこで還元牛乳の製品過程を紹介しよう。牛乳消費は

夏と冬では違ってくるので，冬の消斑の少ない時期に余

った牛乳を濃縮したり(練乳)，乾燥したり（全脂粉乳・

脱脂粉乳）して貯蔵しておき，夏の盛乳期に，これ等の

貯蔵乳に水を加えてもとの状態にのばしたもの，これが

還元牛乳である。そこで本当の牛乳と還元牛乳を比較し

てみよう。前述の価値判定の韮準からみると

い間的.と目的達成度この点については上述の原料需

給の調整が主目的であり，次にそれ減よい状態で貯蔵さ

れていたかどうかであるが，現在の技術水準では理想に
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近い状態と判定してよいであろう。

（ﾛ)牛乳の本質的もなのが損なわれていないか。前掲の

記事でいつわりとかインチキといっているのもこの点で

あろう。大別して成分組成等の品質の問題と風味の問題

の二つの観点から検討しよう。

練乳・粉乳の成文組成は容易に測定できるので，これ

等の原料に一定量の水を加えた時，その成分組成は容易

に計算することができる。もちろん練乳，粉乳等牛乳製

品以外の原料を加えた場合は問題外であるが，乳製品だ

けを原料として作られた還元牛乳であれば，その成分組

成は本当の牛乳とまったく一致することは間違いない。

私のところで生徒の自由研究で市販市乳の品質検査を今

年を含めて３年ばかり継続して行なっているが，あるメ．

一カーの一昨年の検査結果に変わった特徴が出た。齢質

検査といっても，比重・脂肪・全固形分の３つについて

であるが，測定日ごとにデーターが違うのが普通である

のに，そのメーカーの６～８月の検査結果がほとんど同

一になってしまった。他のメーカーの結果をグラフに書

くと凸凹の線になるのに，そのメーカーだけはほとんど

直線になってしまったのである。生徒は非常にゆきとど

いた品質管理の結果と評価したが，実はこれが還元牛乳

とみてよいだろう。すなわち一定の練乳・粉乳原料に一

定量の水を加える。計量・記算さえ正確であれば成分組

成もほぼ一定になるのは当然であろう。なお面白いこと

に，前述は一昨年のことであるが，同じメーカーの昨年

のデータは他のメーカーと同じ凸凹グラフになった。で

は還元牛乳をやめたのかというと，私の推察ではある

が〆他のメーカーも一昨年あるいはそれ以前から還元牛

乳をやっていたのだが，瓶詰するとき本当の牛乳と還元

牛乳と混合していた。そのメーカーは一昨年は還元牛乳

だけを瓶詰していた。それが昨年は混合する方法を覚え

たと見るのが妥当のように思う。

本当の牛乳・還元牛乳と表現上は後者がインチキに聞

こえるが，成分組成の面では牛乳の成分組成と同じで差

は無いとみてよいであろう。

次に風味の点であるが，これに最も影響する要素は加

熱による風味の変化である。牛乳をやや商温で加熱する

と僅かではあるが焦げ臭い加熱臭がつく。ヨーロッパで

はこの加熱臭がかえって好まれて，市乳にもわざわざこ

の臭をつけているほどである。

牛乳の加熱限界は大体100.Ｃで80°Ｃぐらいでは相当

時間加熱しても風味は変化しない。練乳は真空蒸発缶に

よるので635ｍｍＨｇ６０ｏＣ以下の加熱温度，粉乳は噴霧

乾燥法で，熱風温度80°Ｃとしても乳温はせいぜい60.Ｃ

夕壷

戸



前後であろう○となると還元牛乳の原料はいずれも６０。

ｃ前後で処理されているから風味上の変化はあまり起き

ないはずである。では全く見分けがつかないかというと

そうでもなさそうである。牛乳の風味のなかで大きな要

素になるのは乳脂肪で，これは脂肪酸とグリセリンのエ

ステルであるから，たとえ60.Ｃくらいの加熱でも揮発

性の芳香成分はある程度逃げ出しているはずである。適

切な例ではないが，天然水と蒸留水に似たような関係と

いえよう。だから風味の点ではわずかながら差があると

みてよいであろう。しかしながら，普通の人が飲んです

ぐわかるというようなものではない。生徒を対照に官能

検査をしてみたが結果的にはほとんど区別がつかなかっ

た（ただしこれは混合したサンプルを用いた)。

さて以上の点で総合してみると本当の牛乳と還元牛乳

はもちろん災質なものではあるが，成分組成上からも風

味の点からもしいては栄養．消化の点からも，ほとんど

差がないとみてよいと思う。だから還元牛乳をインチキ

牛乳とするのは不当であるという判定である。

３年ばかり前から実施されているはずであるが，北海

道でとった牛乳を殺菌濃縮した上で船積みし大阪に輸送

し’そこで濃縮した分だけ水を加えてもとの牛乳の状態

にもどして市販しているが，これも還元牛乳である。

一部である程度センセーショナルな騒ぎ方をすると，

簡単にそのペースに巻きこまれて価値を決めてしまうの

は危険なことで，やはり冷静に客観的に判断してゆく姿

勢が必要となるだろう。私は還元牛乳の牛乳としての価

値は本当の牛乳とほとんど同じと評鵬価している。

大変メーカーの肩を持ってしまったが，ただここで，

つ問題がある。それは製品標示の点である。現在還元牛

乳の標示は「加工乳」であるが，これはむしろ「還元

乳」として加工乳とは区別すべきであると考える。その

理由を次に説明しよう。

一
》

Ｅ、

４商品標示の問題

欧米では食品法という法律があって消渋者保護の立場

から厳密に規制している｡、日本でも最近公正取引委員

会，厚生省，農林街などがいろいろ規制を強化しようと

しているが，例によって‘例の如く細張り争いでなかなか

進まなし〈ようである。

外盗系のレモン業者が日本でレモンを販売しようとし

て驚いた。立派なレモン飲料が大量に市販されている。

更に驚いたことにこのレモン飲料はレモンをほとんど使

っていない全くの合成物である。更に更に驚いたことに

は，消識者の大半がこのレモン飲料を天然レモンと同じ
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ものと考えて消費していることである。憤慨して当局に

提訴した。これが数年前のポッカレモン事件である。作

り話かもしれないが，それにしても反論の余地がない。

最近のテレビコマーシャルで「ブライト」というインス

タント食品の宣伝を見た方があるだろう。気がつかれた

かどうか，このコマーシャルに製造元の名前が全然出て

こない。大きなメーカーの製品ならば必ず自社の名前を

かぶせて商品の宣伝するはずなのにこの製品にはそれが

ない。ところでこの製品はある外資系の乳製品メーカー

が製造販売しているものである。この会社の晶前は誰で

も知っているし，世界でも食齢メーカーランクの２～３

位に位する大会社だから名前を出したほうが宣伝効果が

あがるはずである。しかし「ブライト」という製品はイ

ンスタントミルクと全く同じ形をしているが，原料が植

物性油脂，コーンシロップ等全く乳製品原料を使ってい

ない。もし会社の箱前を出せば誰でもこの製品を牛乳製

品と思ってしまう.。そのような混乱や錯覚を予防する意

味で会社名を出さない。外国では当然の事かも知れない

が日本でははなはだ珍らしい例である。日本はどうであ

ろうか。

④コーヒー牛乳とにかくこの製品の中の乳成分は非

常に少い。コーヒーも色素とフレーバーエッセンス（コ

ーヒーの香りのする合成香料）だけ，甘味は人工甘味

料。脂肪は格安の;植物性脂肪を乳化したもの。消費者は

コーヒー牛乳だから，牛乳にコーヒーを混合したものと

考えるのは当然である。これは明らかに商品端によって

消饗者をだましているのである。酸液とエッセンスだけ

で作った液体をレモン果汁と思いこませて販売した例と

全く同じである。公取委ではこの製品をコーヒー牛乳と

呼ぶのを禁止した。当然の鞭である。

以前，大きく「BeefStyle」として牛の絵を画いてあ

るレッテルを張ったくじら大和煮缶詰が問題になったこ

とがある。しかも難いたことに法的には違反ではないと

いうことである。ところが「アイスクリーム」もこれと

大差ないのである。

クリームとは牛乳を遠心分離器にかけて，少なくとも
堀

乳脂15％以上にしたiI‘5脂牛乳をいうのである。牛乳から

クリームを分離した残りが脱脂乳である。ところが市販

アイスクリームの大半は脱脂乳が原料でクリームはほと

んど使っていない｡もっとも生クリーム(脂肪12～15％）

180ｍZで150～200円くらいするのだから，３０円前後のア

イスクリームにクリームを使えるわけがないのだが，そ

こでこれも公取委で問題にして，乳脂肪３％以上はいっ

ていない製品には「アイスクリーム」という商品名の使



れるので，少くても70円

以下の製品は豚肉はほと

んど使われていない。前

述の赤地ＪＡＳマークに

なると特価販売は別にし

ても９０～１００円以上とな

るのは当然である。

上述のマーク以外の標

示を消饗者は案外無関心

である。缶詰の製造記号

9526で今年の５月26日製

造を標示しているのはよ

く知られている。ところ

が，食品には製造場所一

結榊な話であるが，わずか180ｍZの牛乳を飲んで，ビタ

ミン・ミネラルからたんぱく質まで補給しようと欲深い

話である。いくら消化吸収が良いといっても,比重,､０３０

で180ｍｚの牛乳が1859,全固形分20ｇたんぱく質5～６

９そしてその大半があまり高級といえないカゼイン，こ

の程度ならさんまのひらきを食べたほうが遥かに効果的

ではなかろうか。わずかばかりの添加物で高い牛乳を買

わされる迷惑のほうが先行する。私は加工乳は一切飲ま

ないことにしている。「牛乳」で十分に結構である。こ

こで問題は避元牛乳でこれを加工乳と呼ぶのは，「牛乳」

に還元牛乳を添加したものだから（実際は本当の牛乳と

還元牛乳を混合したという表現が妥当）加工乳であると

いうのだろう。前述の特濃ないし強化牛乳は効果はとも

かく牛乳の品質を補強したものであるが，還元牛乳は補

強的な意味は本来無いのである。成分組成に問題点は無

いにしても私は「還元乳」と標示するほうが良心的であ

ると考える。

戸

５標示の実際

工業娩賂品のＪＩＳマーク，農林規搭品のＪＡＳマー

クはある程度普及している。本当はもっとよく知ってお

いたほうが良いのに案外知られていないものがある。た

とえば肉加工品の大半にＪＡＳマークがついているが，

この中で，赤地にＪＡＳのマークが豚肉製品である（羊

馬肉等一切使用していない)。巷間よくハム・ソーセー

ジに豚肉が使われているかどうか問題になっているが，

これは怖単なことで値段を見ればすぐわかるはずであ

る。肉屋さんで，１００９７０～80円が上肉で60～70円が並

肉，豚は細切でも60円前後である。ハム・ソーセージに

はこれに加工喪が加算さ
Ｆヨ

用を禁止し，アイスクリームには乳脂肪含有率を明記さ

せることにした。お買上げの折商品名と％標示を確かめ

て頂きたい。

㈲市乳標示遅ればせながら市乳という語をたびたび

‘使っているが，市乳はマーケットミルクの和訳で瓶詰牛

乳のことを総称して呼ぶのである。

食品衛生法により，市乳は無脂固形分８％以上，比重

1.028～1.034,乳脂肪３％以上，酸度0.18％以下，乳酸

菌数１ｍＺ中５万以下，大腸菌陰性という規格がある。

規格とは面白いもので，メーカーはこの規格を「それだ

けあれば良いという最低限界」と受取っている。その日

に入荷した原料乳の平均乳脂肪率3.2％であれば少々水

を加えて3.0％まで下げる。文字通り水増しである。と

ころが水を加えると比重が下がる。1.028～1.034になる

ように計算して脱脂粉乳を添加する。比重が規格通り，

ところが脱脂粉乳を加えると乳たんぱく愛や乳糖の含有

率が少々上がる。そこでこれを「特濃牛乳」と銘うって

市販に出す。幾分高値で売れる。こんな言い方をすると

メーカーにぶんなぐられるかもしれないが，表現方法が

意地悪なだけでどうやら真相に近い。

こうして･作られた市乳に３つの区分がある。

「牛乳｣……添加物の一切無い牛乳

「加工乳｣．．…･ビタミン・ミネラル等を添加した強化牛

乳，粉乳等を添加した特濃牛乳，前述の

還元牛乳がこれに属する。

「乳飲料｣……コーヒー牛乳，フルーツ牛乳等フレバー

ミルクと呼ばれる飲料。

乳飲料については前述したが，問題は加工乳である。

いろいろな添加物によって牛乳の質の向上をはかるのは

ハ､
【Ｉ

ま
ズ

だ
た

の

市乳のキャソブ
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食品についての考え方の一部を説明したつもりである

が，要は消費者は王様という言葉をもう一度よく考え，

マスコミやメーカーの宣伝攻勢にふりまわされることな

く，その食品を可能な限り本質的に理解をしてゆく姿勢

が必要だろうと思う。拙稲がいささかでも参考になれば

幸である。（1969.5.26）

製造会社・製造年月'１．主な成分・主な処理方法等を明

記標示の義務があることは御存知だろうか。標示方法は

画一とはいえないがすべての商品にこの標示がなされて

いるので御注意頂きたい。

市乳を例に説明しよう。

市乳を飲むときこのキャップを一寸見て確かめる習慣

をつけたいものである。

《

3７

Ｉ
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第７回全国進路指導研究大会

主催全国進路指導研究会

研究主題

差別・選別に対決する進路指導

（１）1970年を前にした労働力政策・教育政策と進路指導

（２）今日における選別・差別教育の手段の検討

（ｲ１５段階評価（戸）観察指導と諸検査しり入試制度㈲能力別指導

（３）新指導要領の問題点

（４）小・中・高校教育における進路指導と大学問題

（５）私たちの進路指導の実践

大会日程：８月11日（月）１２．００～８月13日（水）ＰＭ、３００

場所：山梨県南都留郡河口湖町河I:1湖第一ホテル（055-2-1162）

費用：参加饗900円宿泊幾１泊２食付1,200円（予約金500円）

申込先・･山梨県の方一山擢県北都留郡上野原町島田中学校川口昭三

山梨県以外の方一一東京都杉並区永福町448後藤重三郎

置
聖

テーマ：国民のための技術教育の創造

日程：８月７日（木）～８月９日（土）

会場：福島県二本松市・岳温泉旅館，安達太朗小学校

内営容

（１）研究計f座「技術科の授業研究について」（佐倉木卒）

（２）研究討識一予定されるテーマ「馬力の授業」「けい光燈の演色性」「機望金属」「金属加工

術史」「雨気のＬ・Ｃ．Ｒの指導」など

申込先：福島県伊達郡梁川町山舟生中学校河野善一

費用：参会饗600円宿泊饗１泊２食１５００円

（大会についての問合せは，東京都北多摩郡狛江町岩戸1005原正敏（砥03-489-6356）

Ｅ可

､〃、=、一、=
Ｊ，〆、〃､ソ、ジー~、己

技術教育研究会第２回全国大会

技術教育研究会
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はかる

機械学習の創造（Ⅲ）
国｡t■b“函一F■晶些一一Ｆ雨辱罰戸＝二戸

村 。田昭治

ある｡．

そして，これは加工学習を通して使用しているのであ

る。この場合，すでに機械学習の前段階の学習がなされ

ていると考えられる。

加工学習の１つのねらいに，工具や，機械のしくみや

使用法を知らせ，安全に使用できるようにするという，

観点があるはずである。

これを出発点としたい。

ここで，小池一清氏がしばしば主張してきたように，

「道具→機械」の発展にもふれてよいのではなかろう

か。これは加工学習に含めるべきか，機械学習に含める

べきかを論議したいとは思わない。むしろ，この連続性

を子どもの能力の発達と結びつけて考えていきたい。

機械を使うその過程で，手でやっていた仕事や作業が

機械ではどのようになされているかを考えさせる。

（小池一滴氏の「技術教育」誌の発表，技術教育を語る

会の機械学習

製作する|‐の導入部木
一⑬肉…氏．

機械学習の方法（その２）、

前号において，機械学習でこれまで採用されてきた，

指導法のうち，われわれが学ぶべきいくっかの側面

(aspects）を箇条書きに列記した。これは，重要なもの

から順にのべたものでもなく，構造的でもない。そこで

これまでの機械の学習の内容方法を図式化して検討して

みよう。

第４図に見るように，子どもの技術的能力の発達を，

図のような末広がりのスパラルであってほしいと願うな

らばどのような内容と方法がそれを可能にするか問うこ

とになる。

中学校で，使用する道具や機械は，危険な特殊なもの

を除けば，（電動式日曜大工セット……丸のこ盤・平抑

かんな盤）ほぼ，おとなが注意してやれば生徒たちが使

えるものである。たとえば，自娠車，木工足ふみ糸のこ

盤，裁縫ミシン，ハンドドリル，ポール盤，旋盤などで

戸

の導入部，木

村政夫氏の

「機瀧模型の

考案設計・製

作Ｉの基礎研

究」技術教育

誌．１９６７．５

月号）

(1)機械を動

かしてみる

機械を動か

してみると，

そこでは動力

を受け入れる

部分，動力を

伝える部分，

しらべる

戸司

千

W衛INi十愚 ４肋Ｊ」

図Ⅲ－１

牌

「
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
二

準智の方法

手‘

,3８

技術的能力の発展

自転耶

遊典

手と

ilIi
膳姻 使用

手

労働手段の発展と労側



図Ⅲ－３ミシンの動力伝達いる。

自転車についてしらべてみる。ペダル・クランク

・大ギヤ・小ギヤ・車輪の力の伝達がわかる。

大ギヤと小ギヤでうしろの小ギヤの回転が速い。

大きいベルト車や，歯車と，小さいベルト車や歯車

を組みあわせると，小さい方が速くまわることに気

づく。

ここではまだ定歎化した知識になっていない。

観察は大切な学習な方法である。この場合，焦点

をしぼっていく必要がある。

眼のつけどころを指導する。山岡氏がスケッチを，

観察を確実なものとする手段と考えた事に学びたい。

この場合もうひとつの大切な観点は，加工学習で体験

してきたように，それらの運動が，仕事をするための合

目的性をもったものであるということであり，さらに，

運動の伝達のしかたに，ある共通したものがあるという

事実についての蒋目である。

（３）運動のしくみの研究

動力の伝達経路をしらべていく場合，全員に同じ機械

を与えられないことも考えられる。この場合にいくつか

の実践方法が実践されてきた。わたくしが数年前がら実

践した方法は，各グループに機械を割りあて，それぞ

れ，動力の伝達経路と，その動力を伝えるしくみについ

て，検討させ，プリントを作らせ，発表し，全員のもの

にする方式である。（危険をともなわないもので，カバ

ーをはずす程度の分解しかしない）もう一つの方式は，

数年前に池上氏が発表した，スケルトンをかく方式であ

る。

池上氏の場合は，;機械の主要な側面，エネルギー伝達

に着目し，しかも，全員にその動力伝達のしくみをおぼ

えさせる方式をとり，その全体のしくみの理解のうえに

たって，各部を研究する方式を，ミシンの機構を通して

実践している。この場合は，動力がどこからはいって，

どこにどのように伝わっていくかということがらにとど

まるだけでなく，全体と各部のつながりや，その各部の

．機椛の把握が中心的課題であった。

わたくしは，この段階で，定性的な理解から，定堂的

な理解へ，具体的なものから，抽象化への過程をとるこ

とにした。

それは，さきにもふれたように，教材・教具において

は，教師用として，呈示用教具，生徒が全員で活用でき

るために，紙模型を用いる方法をとることとした。

呈示する教具は図ｍ－５のように，立体的な実在の機

"

、図Ⅲ－２機械の特徴

役立つ仕事をする部分がある。またこれらをささえてい

る部分がある。

これをしらべていくと，「運動の伝達と役に立つ仕事

をする機械のイメージ」がしだいに生徒の間に浸透して

いく。

(2)動力伝達の経路をしらべる。

ハンドドリルをしらべてみる。

ハンドルをまわす，かさ歯車に力が伝えられ，それと

組みあった，小さなかさ歯車が主軸を回転させる。

主軸には，手で鉛簸を握った状態に近い，チャックが

ある。

糸のこミシンをみる。足ふみ板をふむと，棒（連接棒

が）上下にうごく，ベルト車のまがった軸(クランク軸）

とつながっていて,大きなべﾙﾄ難を動かす｡べﾙﾄ車

からベルトで上の軸についた小さなベルト車に力が伝わ

一
室

／

る。

裁縫ミシンを

しらべる。糸の

こミシンと共通

である｡生徒は，

リンク装撒とい

う言葉はしらな

いが，ベルト車

とベルトについ

ては知って

Ｆ可
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、
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図Ⅲ－４裁縫ミシンの動力伝達
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～一一
（a）

ノ

（b）

図Ⅲ－５教師呈示用教具

械を平面化したものでａ図では，ももの板，すねの板，

大ギヤとクランク，などをはぎとれるようになってい

る。これらをはぎとると，ｃ図のように下には，ベニヤ

板の等間隔に穴をあけたリンクがでるようになる。

ミシンの例でも同様である。そこで，はぎとった状態

は機構学でいうリンク装置の状態になる。各節の長さを

かえたり，原動側をかえたりすることが多様な運動を作

りだすことになる。

いわば，「特殊－－－般」の過程と考えている。

生徒にあっては，工作用紙とビョウを用いて，機椛模

型を製作する。池上・小池・村田，らによって，紙模型

・針金による機構の製作は，かなり前から，実践されて

きたものである。池上氏の場合は，板目紙や，プラスチ

ックス板を用いていたようであった。それでは，どうし

ても定性的な段階にとどまるだろうと考え，目盛がはい

っている（方眼）工作用紙を使い，定麓的にも発展させ

うる機会を作ろうとした。（図Ⅲ－６）

ここで，機構学・教科書などとちがう点を考えてみる

と，各リンクの長さが問題になることはもちろんのこと

だが，それに加えて，リンクの重ね方，ピン（この場合

はピョウ）のとめ方がつけ加えられている。

（４）紙模型の製作から，役立つものの考案へ(その１）

紙のリンクを数本用意する。

図Ⅲ－６のように，固定節の外に二本のリンクを上に

重ね，固定節の両端を上から，三角形の頂点の側は下か

らそれぞそビョウでとめる。（図Ⅲ－７ａ）

下からとめたピョウをもって動かそうとする。各リン

クがたわむだけで，動かない。

三角形は変形しない，形であることがわかる。

4０

【Ｃｌ

ここで図Ⅲ－７ｂのような･例

図を示すことによって，構造物

としてこの形がとりくまれてい

ることに気づかせることが，ま

た，木材加工などで，じょうぶ

な構造について学んでいれば，

補強金具の役割などとも結びつ

けることができる。

つぎに図ｍ－８のように四本

のリンクを組みあわさせる。す

ると，ピンで結合した四角形

は，変形することがわかる。そ

こで図Ⅲ－９のような図をかい

てやり，こんな利用法はどうだ

図Ⅲ－６方眼工作用紙でリンクを作る

ろうかと問いかけた。夏休みの自由作品の中に図Ⅲ－１０

のような作品がでてきたのはうれしいことの一つであっ

た。

Ａ＋Ｂ＝Ｃ＋Ｄのようにし，図Ⅲ一８のように組みあ

わせる。すると図Ⅲ－11のように両方がまわる。このし

くみは，実用例としては，蒸気機関車の動力伝達部など

が考えられる。

この外，図Ⅲ－12のようにわく内に平行四辺形を作り

その形をかえてくさびを入れ，木材加工における接薪治

具として利用することも考えられる。

また，この組みあわせたものとして生徒は図Ⅲ-13の

ような小物かけを作った。これも教材として役立つであ

ろう。

両クランク機榊の一つのリンクの長さたとえば，Ⅲ-

11図のＢまたは，Ｄを短くすると，短くした方は回転運

動をするが，他は回転運動をしなくなる。回転運動をす

る側をクランクと名づける。すると他の一方は，首ふり

運動をする。この場合，Ｂを１ｃｍ短くし，Ｄの運勤の

範囲をしらべ，さらに,Ｂを１ｃｍ短くし，Ｄの運動の範

囲をしらべる。首ふり運動をする節をてこと呼ぶ。てこ

戸

戸



図Ⅲ－１１両クランク機

〆~､、勅かたぃ

ないにもかかわらず，なにかちがったもの

のように思われるらしい。このつまづきは

台の板のむきをかえる操作を通して，きわ

めて，容易に解決できる。話がずれるが，

ウエルトハイマ_がその箸，「生産的思考」

で，生徒が平行四辺形の面稜を求める場面

でのつまづきを取りあげていたが，そのケ

ースと類似していると思われる。

この際実在の機械のスケルトンミシン

があると便利である。

図Ⅲ－７ａ

(まクランクのけてもよい。

長さによって生徒たちには，Ｄのかわりに大振子の形をした紙を切

運動の範囲がりぬかせ，交換させる。

変化することそして，考えさせる。この場合，これまで，横になっ

がわかる。ていたものが，たてになっているために説明しないと理

解できない生徒もでてくる。そこで，板または古い製図

板上で紙模型の実験

をさせると，台の板

のむきをかえればよ

いから，きわめて，

便利である。

たてのものを横に

するとか，反対にす

ることによって，機

構そのものが変化し

”

図Ⅲ－１０生徒の作品

唖l-E画一|霊'一|羽
機械の観察紙模型紙模型機械の理解

〃創作

、/、
(ア)橋や緋造物の骨組み

(ｲ）自転車の耶休
ｰ

〃

図m－７ｂ三角形の組みあわせ
●●｡。．．

このてことクランクを結ぶものが，連接棒である。

この指導の段階で図Ⅲ－５の教具が役立つ。

②
回車運動＝首ふり運動

①

①の例として同自転車にのった人とクランク

（'『)ミシンの踏み板からベルト車へ

4」

鹿■
Ｌ鞠

_一一一一へ

悪’
一一－へ/､

g笥

Ｃ ／

Ａ＝ＣＢ＝Ｄ

Ａ＋Ｂ＝Ｃ÷，
そこで，図Ⅲ－４を識いてあるノートを開かせる。

図Ⅲ－５．ｂのふみ板部に，大振子の形をした原紙を

とりつけ，ベルト車をはずして，その軸を上軸と考えさ

せる。図Ⅲ－５°Ｃのてこに大振子の形をつけた板をっ

ｏからとめる

毎下からとめる

「－－－~－Ｃ、

(註）Max・Wertheimer：Productive

Thinking

邦訳矢田部達郎訳生産的思考

岩波ｐｌ８～平行四辺の面識

『羽 1８

#浜〆

ﾛ

f羽

１ ，

図Ⅲ－９

1ｍ

Ａ固定

図Ⅲ－８

④ １園
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させる。

ミシン回転運動一直線往復遮励

エンジン直線往復運動一回転運動

紙模型は，前述のように板の上に，図m-21のように

とりつける。円板のクランク節には回i伝の中心から，連

接棒のところまで●色をぬらせる。針棒メタルに相当す

る，案内（ガイト）役のビョウにもしるしをつける。針

棒は目盛がついている。針棒と連接棒の接合部とクラ

ンクの中心（この場合円板の中心）との距離は，たえず

変化するが，最大になったときは，クランクの長さﾉ.，

連接棒の長さＺとすれば，（'．＋Ｚ）であり，最小のと

きは'連接棒とクランクが重なるので，（Z一’.）となる｡、

この最大．簸力の場所が死点とよばれる。

死点から死点までの距離がスライダ（この場合針捧）

の運動の範囲でありこれは，（Z＋７．)一(Z一?.）となるの，

で，すなわち，「クランクの２倍」であることが方眼目

盛のうえでわかる。

紙模型で’円板のクランクの長さを３ｃｍ連接棒を８

ｃｍにした場合を作らせてみる。

式からはいるより，実際の紙模型で，目盛を教えさせ

た結果を一方にかいておき，それから式に導いたほう

が，生徒の理解はしやすかった。

紙模型製作と教師の問い一般化

（７）クランクの長さ３ｃｍ （７'１７・

㈱連接棒８ｃｍ伽Ｚ

け)針棒が雌も遠くへいった点１１ｃｍ（ｳ)７．＋Ｚ

倒針棒が爺も近づいた５ｃｍ （工ｌＺ－ﾉ・

剛針棒の動く距離６cｍ㈱ｓ

仇)針棒の動く距離はクランクの何倍２倍
（力)ｓ＝(筑十Z)一(Z－７．)＝2ノー

ここで生徒の考えだしたもの

回転運動から直線運動

制サンダー脚スタンパー

（ｲｌ野菜切り伽すみすり機

例パン粉作り器儲木炭切断機

倒チョーク送り出し器

一以下次号一

（東京都大田区立六郷中学校）

三

〃

接締するものをはさむ

〈きび

図Ⅲ－１２接着治具

4２

F訂

／

下におちない上うに

ピンを誉す

図Ⅲ－１３小物かけ（生徒作品）

このようにしててこクランク機構が理解されると，て

こになにをつけたら，役立つものができるか。とか，連

接棒の中央部に穴をあけ，鉛錐をさしこんで，その穴が

運動するあとをたどらせるとか，クランクをなにに利用

したら，役立つものができるかな.どが，いろいろと考え

だされてくる。

この過程において生徒たちが考えた若干の例を示す

と，

自動はたき機．回娠運動一淳首ふり運動（図Ⅲ-19）

<つみがき機首ふり運動一回転運動（図Ⅲ-19）

かたたたき機回転運動一首ふり運動（図Ⅲ-20）

などである。これが，後に展開する，機械製作の設計の

ための研究と直接的に結びついてくる。

これらは後述するように「死点を如何に克服するか」

とか，材料のたわみ，動力のlossをいかに防ぐか等の問

題に直面せざるを得なくなるのである。

(5)紙模型の製作から役立つものの考案へ（その２）

前節で「平行運勤のしくみの利用」から，「てこクラ

ンク;機構」の例について述べてきた。

ここでは引きつづき，「スライダクランク機構」につ

いて考えてみよう。

ミシンの面板をとり，針棒の動きを観察させる。

カットエンジンのピストン・クランクのしくみを観察



■
Ｄの変りに火振子をつける

大振子に銃づかない生徒がいる

図Ⅲ－１６
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Ｂを更にちぢめてみよう

Ｄの助きほどうなるか

図Ⅲ－１５
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、

ＤはI【'１転しなくなる

図Ⅲ－１４
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か
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台の椀のむきをかえる

生徒がｿﾐ物と照合して理解できる

図Ⅲ－１７
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図|Ⅲ-14～2０
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4３

園｜Ⅲ－２０
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クランク手動

図ｌⅢ－１８

図Ⅲ－１９
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穴

一〆コラム、
ハンドル

ごi声

おろし金

寺
山

る

図Ⅲ－２４パン粉作り機

図Ⅲ－２２サンダー

'1弓

図Ⅲ－２５

Tpji口書1Ｌ

図Ⅲ－２３野菜きり

カッター

／←

戸

学校でも家庭でも，音楽を勉強する
際におこる，わからな.いこと，こま
ったことを、すべて解決するために

作られたやさしい解説諜です。
<小学校５年～中学生向＞
Ｂ５判箱入２色刷各700円

図|Ⅲ－２１

4４

回音楽のかんしょう

回やさしい作曲

回ピアノであそぼう

囚;炊のけいこ

|司やさしい合奏

図|Ⅲ-21～2５

国土社

水野九腸祷

北村昭祷

小林秀雄韓

白井庭一郎

木塚光雄箸

少年少女音楽教室全‘巻



4５

ソビエトの学校における謙

授業内容

家政

家政科授業教案

豊 村洋子

３
１
４

ー

学年度における家政科第５～８学年の授業教案

パン，かぶ，

にんじん，じ

授
業
時

食卓用食器お

よび調理用器

労鰯の目的｜作業用材料裳ぴ適量｜直観教具
５学年

サンドイッ

チの作り方

（オープン，
ホットドック

クラブサンド

イッチ)，食

卓の用意

ロシヤサラ

ダと野菜サラ

第

導入部。生活における労働とその意識

家政科の課題学佼における家政の課業で

何を学ぶか。家庭における労働。家族総成

員の労働の分担。学校における自助活動。

家政科の課業用の教室を理解する。･作業

場所の組織と内容。家政の授業をおこなう

ための衛生保健的規則および安全技術の一

般的諸規則。内規。諸器具，道具，それら

の構造・使用ならびに利用の諸規則。

５～８学年生によって縫われた裁縫製作

品の展示ｂ本学習年度における作業プラン

の紹介。

人が健康であるための栄養の知識。食物

調理法の理解

衛生＝保健的諸要求（手洗い，テーブル

クロスの保管と利用，調理室内の清潔と整

頓の遵守，調理室内の作業用上被）

調理室，加熱器およびそれらの扱い方の

紹介，調理用具と食器の保存，容器の手入

れ

食物調理の際の安全技術の諸規則の理解

作業場所の決定

朝食用食品材料１人前，２人前その他の

分量の正しい分配

サンドイッチ作りの諸規則およびそれに

使用される食品材料も食品材料保存の規則

朝の食卓と食卓のマナー。出来あがった

朝食の評価。食器洗いと部屋の整頓

人間の栄養における植物性食品の意義。

料理，選別，洗浄，煮沸のさいの野菜の栄

材料の一覧

表および完成

１

２

Ｋ可

実物大の完

成裁縫製作品

の見本

加熱器具，調

理用具と食器

器具および

道具保存用鋪

はさみ，メー

ジャ，ルーレ

ット,指ぬき，

針，鉛筆，も

のさし，角定

規,雲形定規，

チョーク（チ

ャコ）

夕



§

やがいも，ス

メタナ，塩，

サラダ菜

具

１

ダの作り方

4６

基礎食品の

見本，学童栄

養基準の図表

紙，試験管

糸，針，はさ

み

誕分および味覚の保存。満める，冷ます，

薄片にする。ロシヤサラダおよび野菜サラ

ダ作りとパン切り｡出来あがった料理の形。

食卓の準備。出来あがった料理の評価。

食器洗いと部屋の整頓

略

ミシンの主要部分にかんする基礎的な知

織およびその織造と伽き。裁縫ミシン作業

にさいしての衛生＝保健的要求。作業の着

手。･作業場所の照明。裁縫ミシンの割当。

ミシンをあつかう裁縫の安全な技術ミシ

ンの始動および停止。ミシンにたいする正

しい坐り方，ミシンの始動と停止の練習

ミシンの汚れ防止

上糸および下糸の入れ方も糸の通し方の

練習。ミシン裁継。手でおこなう裁縫とミ

シン作業との比較。裁縫ミシンの縫い目と

手でおこなった縫い目の差異

繊維について，麻や木綿織物についての

簡単な知識それらの織物の主要な特性。

木綿および麻織物の種類（亜麻，キャラ

コ，てんじく，さらさ，綿朱子）

織物のおもてとうらの主要な特徴。織物

の糸の方向（縦，横）

実験室作業と織物の見本（作業と配布教

材)。織物の標本作り

被服の種類。下着の種類。衣服の手入れ

の規則。衣服製作の順序

衣服の型紙作りに必要な測定‘位置。採寸

の規則，採寸の略号と記録。相互間の採寸

練習とその記録

蝉

略

した料理の図

表

５
６ 裁縫ミシン

裁縫ミシン

の柵造図

裁縫ミシン布地栽縫ミシン

裁維ミシン４０番糸，木

綿布地

２番、３番

のミシン針，

はさみ

針保脅用の

道具

７

グ

いろいろな原

繊維。綿織物

の:標本，紡績

工場，繊維工

場などの掲示

図や模型

針，糸，紙布地織物の標本

第

基礎食品の分類。人間の栄養における基

礎食品の意義と位腫｡食生活｡栄養食品およ

び食物を扱う際の必要な手続きと清潔さの

1２

１
１７

６学年

至難|…

実物大の製図の作り方。実物大の型紙作

り

経糸の方向や洗羅後の収縮を考慮した型

紙配置の規則

シュミーズ裁断

上希および

下着の見本

綿および麻

織物の見本

図表：人体

を採寸する場

所も採寸の略

記

完成製作品

の見本，実物

大型紙

図表：シュ

ミーズの各部

分を布地の上

に配憧

糸類の見本

図表：肩紐

作りの手順

メージャ，

鉛筆，紙

肩紐のある

シュミーズ

９

戸

裁縫ミシン

２番と３番の

ミシン針，メ

ージャ，もの

さし，角定規

鉛筆，はさみ

型紙用紙

４０番，５０番

の糸，木綿布
夕

地

肩紐のある

シュミーズ

1０

未完成作品

(シュミーズ〕

裁縫ミシン

はさみ，針，

指ぬき

下着裁縫に使用される糸についての簡単

な知識

肩紐のあるシュミーズ裁縫の特徴と順序

肩紐のある

シュミーズ

１１



肉挽器，ス

プーン，フラ

イパン，ナイ

フ

つるこけも

も，でんぷん

水。食卓用お

よびお茶用道

具

小麦粉のド

ウ，卵，砂糖

香料，バター

スメタナ

4７

作業指導表

にしたがって

チーズ菓子を

作る

食卓の準備

つるこけもも

を使ってキセ

リ作り

学童一日摂取

食品のカロリ

ー含有量

半加工品の

見本

理
、
く
肥

ノート。作

業指導表

遵守。基礎食料品のコレクションおよび掲

示図卿作製．

メージャ，

角定規，鉛筆

ひきわりの種類｡それらの保存について。

主な料理の作りかた。ひきわり料理の作り

方と保健＝術生的必要および安全におこな

う技術の諸規則

半加工品，とうもろこしのひきわりや，

からす麦のひきわりの間炊きごはん作り

食卓の準備。食器の整理および洗浄。

マカロニ製品の種類と保存。料・理の準備

の規則。小麦粉とその利用について。小麦

粉の保存の規則。ねり粉製品。食卓の用意

人体組織に寄与する水の意義。

給水設備がなく、水を貯蔵する場合の保

健衛生的条件。沸とう水の保存。井戸水や

その他の給水源の含打物に示される保健衛

生的諸要求も乳製品および乳を使用する料

理の作り方と保存の規則

チーズ菓子製作

とうもろこし

のひきわり，

およびからす

麦のひきわり

による固炊き

ごはんの作り

方

バターおよ

びチーズ入り

マカロニ料理

とうもろこし

のひきわり，

およびからす

麦のひきわり

塩，さとう，

バター，牛乳

シチュー鍋

へら，皿，ス

プーン

２

シチニー鍋

おろし金，お

茶と食卓用の

用具一式

３ マカロニ製品

の見本

食卓用およ

び料理用具

マカロニ，

バター，チー

ズ

４

『
‐戸
』

ネグレジェ

略

裁縫ミシン，

糸，ミシン油

乳製品およ

び乳製品の見

本

昼の食卓の準備の必要。食卓のマナー。

甘味の入った料理の祁類。人体の栄錐にお

ける加糖料理の役割り｡加糖料理の作り方。

作業の評価

図表：いち

ご，果物，小

麦粉，穀物お

よび卵の材料

を使って，加

糖料理の作り

方

図表：裁縫

ミシン。ボビ

ン糸巻き装置

の榊造ｂ

完成製作品

の見本

ロ
⑪

裁縫にかんする本学年度の作業内容。

裁縫ミシンの割当て。ボビン糸巻き装置

の構造ｂミシンの手入れの規則（掃除，注

油）

各種のミシ

ンステツチの

型

木綿布６

一

７
１
ｍ
、

略

衣服の手入れ

一般的な各種洗剤利用の知識｡洗たく機
の構造および利用にかんする簡単な知識

色のついた衣服や下着の洗濯法。衣服の

つや出し，糊づけ，アイロンかけ，仕上げ

保管

衣服を洗たくする際の，安全におこなう

技術

ネグレジェ採寸の規則。採寸の略号と記

錘相互の採寸練習

洗たく機。

洗たくたらい。

各種のブラッ

シ，アイロン

アイロン台

洗剤の見本
洗たく機
図表：洗た
く時の正しい
姿勢。洗たく
もののたたみ
方。
各種の織物の
標本。皮革の
手入れの図表

完成製作品
見本
主要な採寸の
図表



４

７学

野菜ボルシ

チ作り

4８

第

蛋白質，脂肪，炭水化物，無機塩類，水

分，ビタミンなどの人体に必要な栄養分ｂ

これらを含有している食品材料。栄養基準

量。料理およびその保符のさいの栄養分お

よびビタミン損失の軽減法

第１の皿の作り方ｂ肉スープ，野菜およ

び果物の煮だし汁，クワスの作り方。野菜

スープの作り方

肉の栄養価。肉製品の種類。良質肉の特

徴

肉スープおよび肉煮だし汁の保存条件と

料理のしかた

カツレツ用肉とカツレツ作り

肉の半加工製品，エキス，缶詰の利用

良質魚の特徴。魚製品の栄養分。魚の分

類。焼魚作り

魚の栄韮価。貯蔵，魚料理の作り方

献立の必要。１年の一定の時節，一定の

場所にすすめられる一週間の献立の例。基

準量に見合った一日の献立の作製

年

か夢，新鮮
なキャベツ，

じゃがいも，
にんじん，玉

ねぎ，トマト

バター，さと

う，スメタナ，

酢

図表：学童

の栄養一日必

要灘，各種食

品材料の水分

含有戯

料理用具と

食器

献立作製 鉛筆，ペン

Ｆー

１

１
１
２
（
３
時
間
）

織物の生産や衣服の製作，さらに衣服の修理などを理解するために生産（仕事場，工場その他）への見
学（３時間）

計画.例１．事前対話（企業「工場」の選定ｂ企業（工場）で出品している製品。企業内での行動の規

則)。

２．見学および観察。

３．総括。見学後，生徒は自分の観察について，レポートを提出

の輔駕総謡繊倒織物の標本|繍這鞠|さ妻鋤億|練物の標零

図表：学童

の一日栄養所

要量，各種の

肉製品

肉挽器，包

丁，へら，フ

ライパン,皿，

フォーク，カ

ツレツ用天板

ひき肉入り

カツレツ作り

パン，肉，

牛乳または水

バター，塩，

玉ねぎ，バー

ミセリ

瓦
つ

戸

魚の半加工製

品およびエキ

スの見本

図表：一日の

平均食品材料
組合せ，l人

前食料品使用

量（一日平均
の取合せで呈
示）

焼魚作り 魚,バター，

塩，小麦粉

食器および

容器

２
１
３
（
３
時
間
）
４

賂

８学年

７
１
妬

ノート
ｎ
⑨
〕

調理工場，公共食堂あるいは家庭の台所への見学またはフィルムの観覧。食品の機械化された調理過程，

および機械の働き，さらに人ﾉ々 の職業を知る。見学後，生徒たちはそれについてのアルバムまたは新聞を
,作る

６

完成裁縫製

作品の見本

第

本学年度の裁縫の作業内容

工場および仕事場において，特殊ミシン

あるいは特殊器具を使用して生産される下

着，上着，被服類の大鮭製縫および個別製

縫にかんする理解

生産における衣服の大量生産過程，すな

わち，地伸し，雲形定規を使用する裁断，

裁維各部の組合せおよび特殊な仕立て方

繊維工業および維製工業における労働の

組織，ならびに多くの職業にかんした一般

的な知誠



床みがき機

掃除機

繊維のコレクションをする

略
■

、

『

鹿
屋

訳者から

直観教具について：本文'1:'にたびたびでてきた直観

教具ということばは，わが国ではあまりききなれないこ

とばですが，視聴覚教材などの普遍的なものと考えてよ

いとおもいますｂ

「直観」ということばがあらわしていますように，実

物の教授用教具教材を用いる作業やデモンストレーショ

ンなどにおいて，子どもの科学の知識にたいする興味を

たかめ，修得を容易にし，･修得の定着をたすけるものと

して重要視されております。

直観，系統，相応性などというのは，ソビエト学校の

一般的性格からでてくる教授学の基本的な命題であっ

て，陶冶と訓育の目的に応じて教授の性格が規定されま

すもソビエト学校の理論と実践のなかにおいてうちたて

られた教授学の基本的原則の第一に直観性の原則があげ

られており，その他意識性の原則，知識を確実に修得す

る原則，体系的教授の原則，わかりやすさの原則などが

あります。

直観教授の問題は，ことさらに新しいものではなく，

黙＊
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Ⅳ 保健＝衛生的な条件を考慮した住職にお

ける新型の家具とその合理的な配置。

部屋の装飾ｂじゅうたん，絵画,銅板画，

複製画，写真の配腫。住居における家具の
配極について。

建築博覧会への見学，あるいはフィルム
の観覧．

住居の日常的,定期的，全体的な整頓；
じゅうたん，クッションのついた家具やカ

ーテン，絵画などの掃除と掃除器を使用す

るぱあいの掃除。ガラス拭き。いろいろな

病気（チフス，マラリヤ，赤痢）を伝染す

るシラミや咳虫類。･住宅内のそれらの発生

の予防法と殺虫法。住居を整頓するぱあい

の術生保健的必要および安全技術の規則の
遵守

教室の整頓（･作業衣をつける）

家具の合理

的な配腫の図

1８

＊

4９

社会体制の違いをとわずひろく解明がなされておりま

す。たとえば，有名なアメリカのジョン・デューイの箸

「学校と社会」（宮原誠一訳，岩波文庫）などをみまし

ても，いたるところに実物教授の購榊が脈うっていま

す。しかし，これに真実の弁証法的・唯物論的哲学の観

点から，科学的な解明と基礎づけをなしたのは，ソビエ

ト教育学であるとソビエトの教育学者たちが自負してい

るわけですもしかし，また直観教授の意義を強調しすぎ

て，直観性を過大評価することはいましめられておりま

れ直観性がよりよく適応されたぱあいにおいて，先に

ものべましたように，子どもの科学的知識にたいする興

味をたしかめ，知識の習得をたやすくし，知識の確実さ

を助けるのであり，直観性はあくまでも目的そのもので

はなく，手段であるということですも

直観教具は自然の実物(動植物，各種の標本など)，さ

まざまな塑像，剥製，幾何学図形，絵，写真，映画，地

理付図，歴史地図，図表などで，多くのものは教師の指

導のもとに，生徒自身によって製作もされます。

Ｆ､

巳
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教育工学の基礎Ｖ

教育システムにおける情報理論①

井上光洋

人間(生徒）

図５－１人間から人間への'情報伝達

図５－．１は，人間から人間への情報伝達を描いたもの

であるが，これと対比させて，図５－２の情報理論にお

ける通･信系のモデルを考えてみよう。

この２つをならべて考えて見るとわかるように，ひじ

ように類似したところがある。人間にとって脳は，通信

系における'情報源である。また口や手の動作は送信器，

言語や絵は受信信号や送卿信信号，目や耳ば受信器…とい

ったように，それぞれ対比させられるものをもってい

る。これは'情報理論の歴史のところでのべるが，その初

歩的な萌芽は，人間の言葉（言語）の獲得にあるからで

あろう。しかしながら，人間と通信系とでは，言語や情

報の形態がかなり異っている。本質的においては同一の

ものとして見なすこともできるが，人間の方がより高度

なものをもっているといってもよかろう。

これらのことから，人間から人間への情報伝達と通信

系との類似性，共通性が明らかになってきた。だから，

５一１なぜ'情報理論が必要か

教育工学とは，教授＝学習過程の解析とその最適化の

エンジニアリングであった。それゆえ教授＝学習過程を

工学的に扱ってゆくのである。（この理由と有効性に関

しては教育工学の基礎Ｉで述べておいた）教授＝学習過

程は，ある側面から見るならば３教師から生徒への情報

の伝達であると見なおすことができる。しかしこの側面

のみを考えるならば，大きな誤ちを犯すことになる。た

しかに教育は情報伝達（コミェニケーション）の問題で

あるし，こめ問題だけでは解消できるものではない。し

たがって，まず第１に，教授＝学習過程における情報理

瀬麓鰯繍:懲墓j畠無
ム作成の再検討，第３に，プログラム学習と関連したテ

ィーチングマシンにおける情報の問題，第４に生徒の思

考過程への情報理論的アプローチの可能性の問題，など

を挙げることができる。
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１．教授＝学習過程への情報理論適用の可能性

人間から人間への情報伝達はどのように行なわれてい

るであるろか。もちろん，言葉か絵などのシンボルを通

して行なっていることは確かである。人間全体を制御し

ているのは脳で，脳の指令により口から言葉を発し，手

で文字や絵を描く，これらを媒介にして相手の意志な

り，伝達したいと思っている知識や情報を受け手の人間．

は受容するが，そのとき耳や目などの受容器で情報を受

ける。そしてこれらを総合して，新たな情報や知誠を独

得し，その人間なりの意志決定を脳でおこなう。

このように考えてみると，人間と人間との情報伝達

は，情報理論で扱っている通信系と非常に似かよってい

ることがわかる。

語－ー
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図５－２通信系のモデル
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人間（教師）から人間（生徒）への情報伝達，すなわち

教育場面への'情報理論の適用の可能性が生じてくるので

ある。

２．プログラム学習（教授過程）の情報量とプログラ

ム作成の検討
（注２）

統計物理学の法則の１のに，“エントロピー増大の法

則”というのがある。これは人間が手を加えなければ，

自然はだんだんとエントロピーが増加してゆく方向にな

るというものである。これを人間の学習過程に適用する

と，学習しないで不勉強であると，今までえた知識はバ

ラバラとなり，エントロピー（ここでは物や事がらのバ

ラツキの度合を表わしていると考えてよい）は増大して

ゆく。ところが学習を秋み重ねてゆくなら，知誠は系統

的になり，また特殊なものからより一般的な法則性を発

見すれば，エントロピーは減少してゆく。したがって，

教育の役割は，エントロピー減少の行為であるといって

もよい。

このエントロピーの概念にヒントをえて，怖報理論で

は情報量の測度をきめている。ここでは情報迅の測度に

関しては次回以降にゆづるとして，教授＝学習の場面に

おける単位時間あたりの客観的な尺度としての情報量を

きめられたら，プログラムを構成するときひじょうに便

利となるだろう。そこで有力な手段となるのは情報理論

の情報量の概念である。

つぎに，プログラム作成の検討で，これには，２つの

問題がある。

Ｉ

Ⅳ 、Ⅱ

(a】

（c）‘｡.、（｡）

図５－３授業の進め方を表わした図
(矢印は授業の方向，斜線の部分は関連した知識）

その１つは，従来のプログラム方式の再検討をふくん

だものである。すなわち，リニヤー方式，ブランチング

方式といった方式が提出されているが，情報論からみた

とき５プログラム方式以前のことが重要な問題であろう。

たとえば，プログラム学習にしる授業の進め方には，

つぎのようなものに集約される。（図５－３）

＠の場合は，特殊な問題から出発して，法則をみつけ

てゆく授業過程であり，（b）は，法則から特殊への授業過

程である。＠は，関連したことから次々に新しい分野お

よびその知識をきり開いてゆく授業過程である。⑥は，

知識が個,々バラバラに伝達されているような授業で，よ

い授業過程とは決していえない。

③⑥＠とも，これらは典型的なものなので，これらを

混合したものが使用されている場合が多い。このように

考えて教授過程のプログラムを作成するなら，容易に'情

報量を測定することができる。さらに，プログラムの方

式もおのずから定まってくるように思われる。

さて，もう１つは，教授過程において経験的に用いて

いることであるが，生徒が興味を示すような挿話などを

取りいれることである。情報理論では冗長度といって，

情報を正確に伝達するために“むだな信号”を入れて，

正確度を上げている。プログラムを作成するとき，いく

ら系統的にプログラムしても，生徒は決して，それにの

ってこない。むしろ余分な事柄を入れることによって興

味がわき，かえって理解度を深めることにもなる。

理科教育における科学史，技術教育における技術史の

寄与は，このような側面で有効なのである。

３．ティーチンゲ・マシン

ティーチング・マシンは教師の機能の一部を工学的に

実現した装置である。最近は，コンピェーターが導入さ

れ，周辺機器も関発され，かなり実用化されつつある。

ティーチング・マシンは，まさに情報理論の適用研究

であり，今後ますます発展してゆくであろう。くわしく

は‘‘プログラム学習とティーチング・マシン”の節での

べることにしたい。

４．思考過程へのアプローチ

教授プログラムを作成するのに，人間（生徒）の思考

過程がわかっていたらどんなに助けとなるだろう。しか

し，人間の思考過程は千差万別で，しかもそのほとんど

が一般化されていないのが実際である。人間の脳は，記

憶，情報処理，感情，思考，すべての分野にわたって人

間の身体を制御している。私達が身近に経験している

５］





なると，ケーブル自体のもっている抵抗や容埜のために

電気的動作に“遅れ”が生じ，うまく伝送できないこと

が起ってくるのである。さらに彼は，モールス信号をよ

り効果的に，時間内にできるだけ多くの信号を伝送する

には，文字の出現の頻度数に応じて符号をきめればよい

と提案した。

もともと，情報理論では，一つの通信系において，そ

こであつかう情報の鼓はどのくらいか，どんな方法で'情

報を伝送したらよいか，伝送した情報は途中で雑音など

によって目的地につくまでに変形してしまうことがある

が，このとき生ずる誤差を最少限にとどめるにはどうし

たらよいか，この三つが問題である。したがって，情報

理論の生いたちは，１．情報の数学的な量，２．効果的な

符号化の方法，３．雑音の問題，が中心となっていると

いってよい。

２０世紀に入って，これらの問題が系統的に研究される

ようになってきた。

1928年，ハートレーによって，情報の量の．測度とし

て，もっとも自然な選択は対数関数であると指摘され

た。たとえば,Ｍ種類の符号のなかから，Ｎ個の符号を

無作意にえらんでつくる符号の系列には,Mzv通りあり，

このなかの１つの系列を受けたときの情報錘は，この対

数関数Ｈ＝ZVIog”であると定義できる。対数の底を２

としたり，情報錐の単位として”bit“を採用したのは，

Ｊ､Ｗ,テューキーが提案したことである。これはリレー

やフリップ・フロップ回路は０か１の安定な位置をもっ

ているから，非常に合理的であった。

効果的な符号化方法に関して，さきにあげたケルピン

の研究とともに，シャノン，フプノ（Fano)，ハフマン

（Haffman）がそれぞれ最良の符号化方法を考えつい

た。これらの考えの根本には，高い確率で生起する文字

は，短い符号系列で，．低い確率で生起する文字は長い符

号系列に，符号化すれば，情報の伝送速度を高めるのに

有利であるという考えがある。これは，私達が直観的に

考えて，きわめて合理的であるように思われる。

一方，異なる長さの文字系列を同じ長さの符号系列に

変える等長符号化方法が国沢清典らによって研究されて

いる。

つぎに，雑音による妨害に関して，雑音の基礎理論を

確立したのはナイキスト（Nyquist）である（1924)。彼

は，抵抗の温度によって生ずる熱雑音は，抵抗値と周波

数帯域幅と絶対温度の関数であることを発見し，いわゆ

る“ナイキストの定理”を打ち立てた。
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いわれているが’その頃の人間は，ほんの片言をしゃべ

ることしかできなかった。しかしこの片言の言葉こそは

自分の意志なり，行動を，身ぶり手ぶりの意志伝達を大

きく助けたに違いない。話し言葉が発達するとともに，

人間はより多くの情報を獲得し，さらに話し言葉という

言語を媒介にして思考を行うようになってきた。このよ

うに人間が新たな思考の媒介物としての言語を自らのも

のとした背景には，人間が他の動物と異った生産実践を

行ったことにあるといってよい。“生”への欲求と生産

実践としての労働，これらの過程のなかから，言葉が創

造され，言葉（言語）を媒介とした思考がつちかわれて

きたのである。

人間はさらに発展した段階へとつき進んでいった。そ

れは，会話や話し言葉などのシンボル，すなわち"文字

の発明である。中国の股の時代の地甲牛骨に描いた甲骨

文字，メソポタミア地方のクサピ形文字,などがあるが，

地方，文字によらない表現方法，絵画（サハラ砂漠の舌

代人の絵画，アルタミラの洞窟にある野牛の絵）は，文

字の発明以前のものといえるだろう。

かくして，人間は“言語”とそのシンボルとしての

“文字”を渡得するにいたった。この時点から，いわゆ

る“有史'’がはじまるのである。

このような人間の思考の実践労働をつなぐ基礎として

の言語と文字が創造されるや，いやそれ以前にも，情報

理論の萌芽を見いだすことができる。それは，言語，文

字の発明自体が情報論のはじまりともいえるが，古代人

がよく用いた“のろし”は，情報論の典型的なものとい

えよう。のろしの発明は，当時の古代人の生活と密接に

かかわっていた。たとえば，獲物がきたときにはいち早

く仲間に知らせ，応援をたのむために，また外敵がせめ

よせてきたときも同様であろう。のろしの場合は，のろ

しの数によって知らせる内容をあらかじめきめておけば

よい。これと似たものには，“火矢”‘‘木をたたく音”な

どがある。しかしこのようなたぐいのものは，今日にお

いても比較的よく使われている。パトカーや救急車のサ

イレン，時報，お寺の鐘，道路の信号，数えあげれば数

‘限りなくあるだろう。

しかしながら，．このような情報を数学的に扱うように

なったのは’’9世紀中頃である。情報理論の発達は，電

気通信技術の歩みと特に関連があるが，今日の情報理論

はくつに電気通信のみを対象としているわけではない。

この頃，ケルピン(Kelvin）は，大西洋横断の海底電線

の施工が行なわれていた長距離ケーブルの実用化に関す

る研究をつみ重ねていた。これは，ケーブルが長距離に



第２次世界大戦は，科学技術全般にわたって，大きな

変革をとげさせた。通信技術もその例外ではなく，新し

い各種の通信方式が開発された。そのなかで特筆さるべ

きものは，雑音の妨害を少くするパルス符号変調（ＰＣ

Ｍ）がある。この方式は1948年ベル電信研究所で完成し

た。この研究所に勤務していたシャノンは，これまでの

通信理論（Communicationtheouy）を集大成する意味

で“コミュニケーションの数学的理論（Mathematical

theoryofcommunication)”なる著書をあらわした。

この本が刊行されて以来20年を経過しているが，やは

り，シャノンの本は情報理論のバイブル的存在である。

シャノンは，情報を確率過程としてとらえ，ウィーナ

ーのフィルターや予測理論から大きな影響を受けている

のがその特徴である。

シャノン以後，情報理論はコンピューターの発達とと

:技術的知識
.一ー一
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火力発電機100万ｋＷの大容量に

東京電力は，４５年に着工を予定している茨城県鹿陽火

力発電所の発電プラントの５号機に，わが国はじめての

出力100万ｋＷの大容堂を採用する予定である。現在，

わが国での火力発電プラントの最大容塗は６０万ｋＷで

あり，千葉県姉崎火力発電所の１号機から３号･機および

鹿島火力発電所の１号機～４号である。かって，東京電

力が，東京都江東区に，所鋭火力発電所をつくり，総出

力４８万２千ｋＷを出す「新東京火力発電所」が完成した

とき(昭和33年12月)，その出力の大きなことに社会一般

は目をみはったものである。しかしそのとき設備された

もっとも大容遼のプラントは，１２万５千ｋＷにすぎなか

った。そののち’横須賀火力発電所の第３号機（39年４

月）になると，３５万ｋＷとなり，容迅は倍増したのであ

る。３５万ｋＷといばえ，プラント１機で，佐久間発電所

や只見川発電所に匹敵するわけである。

東京電力が他の電力会社に先がけて，100万ｋＷの超

大容量火力発電プラントの採用をするのは，①公害問題

から発電所の用地確保がむずかしい環境にあること，②

したがって用地を効率的に活用すること，③大容錨化に

よる利点を追求すること，④同時に東京都を中心とする

電力大消徴地への有力な電源として安定供給の布石とす

ることなどの事怖からであるという。

こうした100万ｋＷのプラントの第ユ号機は，これま

での原則にそって「１号:機は輸入，２号機は国産」とい

5４

もにめざましいものがある。コンピューターは‘情報処理

の名手であり，当然のことながら，データ伝送の問題や

符号の解読の理論が問題となってきている。

今日は宇宙開発の時代である。人類が生れ故郷の地球

を離れ，他の惑星に足をふみ入れる日も間近であろう。

そうなったときには，宇宙間の通信が必要となってくる

だろう。これから情報・通信の理論はますます重要な課

題となってくるにちがいない。

（東工大教育学研究室）

注]Ｌこの情報の測度については次回にくわしくのべ

る。

注２ラソダウ“統計物理学”岩波書店。

注３ラソダ：長谷川他訳“サイバネティックスと教

育学”明治図謹１９６３

注４シャノソ：長谷川他訳“コミ.ユニケーショソの

数学的理論”明治図書１９６９
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ったことを守ろうとしている。さきの姉崎火力発電所で

はじめて60万ｋＷを採用したとき，第１号機はアメリカ

のＧ・Ｅ（ゼネラル．エレクトリック）会社から輸入し

２号機以後は，ボイラを日立製作，タービン．発電機を

東芝が担当した。また鹿島発電所では，ボイラを三菱重

工，タービン・発電:機を東芝が製作した。このように，

火力発電所のプラントの容垂が大きくなるたびに，第１

号機はアメリカ技術に依存しているところから，発電所

で働く労仙者（工業高校卒業程度）には，英語の学力が

強く要求されている。

昭和50年までの木材需要の見とおし

一建築用の割合は低下一

森林資源総合対策協議会が４月に発表したところによ

ると，昭和製年から昭和50年までの木材需要見とおしは

総需要量で年に5.6％ずつ伸びるという。昭和42年の需

要総餓は8595万立方ｍであったのに対し，昭和50年には

１億3284万立方ｍに達する見とおしである。この需要全

･体のうち建築用にしめる割合は，４４年の46.6％(4579万

立方ｍ）から50年には45.4％(13285万立方ｍ）になる。

建築用以外で，伸び率の高いものはパルプ用・合板用で

あり，抗木用は激減する。なお全建築物のなかで木造建

築物の占める割合は，年々 低下し，昭和30年82％のもの

が42年には46％となった。また，木材需要増の増加にと

もない，外国輸入材依存度が霞すます高まる。（Ａ）
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1．はじめに

ドイツ民主共和国(東ドイツ)の技術教育については，

これまで，あまり紹介されていない。ヨーロッパの社会

主義諸国のなかで，進んだ工業国である東ドイツの技術

教育は，その内容や方法において，ソビエトの技術教育

と同様に，わが国のこんごの技術教育を構想するぱあい

に，多くの示唆を与えるだろう。

東ドイツにおいて,10か年制の｢普通教育として総合技

術教育をおこなう学校一一オーベルシューレー」が法

的に発足したのは，1959年12月２日の「学校制度の社会

主義的発展にかんする法律」によってである。それま

で，８か年の普通教育とそれにつづく18歳までの定時制

職業学校が義務とされていた。普通教育につづく18歳ま

での全日制高校教育は義務制ではなかった。そして８か

年の義務制普通教育のカリキュラムにおいても，それに

つづく４か年の高校教育においても，「技術教育教科目」

は，とくにとりあげられていなかった。

この1959年の法律によって，１０か年制の義務制普通教

育が確立するが，その法律の要点をのべると，つぎのよ

うである。

（１）ドイツ民主共和国内のすべての児童生徒のための

普通教育学校は，１０か年制普通教育として総合技術教育

をおこなう学佼一オーベルシューレーであり，それ

は義務教育である。

（２）この10か年制学校は，1964年秋の新学年の始期ま

でに計画的に移行を終る。

（３）ドイツ民主共和国の教育は，生産的労伽と社会主

義建設の事業と密接に結びついたものでなければならな

い。また，学校は青少年に社会主義における生活と労働

を準備し，総合技術的に教育された人間を育てると同時

に，高い教養を確保させてやらなくてはならない。さら

に学校は，児童・生徒の連帯感と集団行励，労働と労働

者への愛情を育て，民族と国家のために，かれらの精神

的・肉体的な能力を商めてやらなくてはならない。

（４）総合技術教育は，全学年を通しての教育の基本で

あり要素である。児童・生徒の年令に応じて，学習は社
会的に有用な，しかも生産的な労働に結びつけられなく

てはならない。下学年において，総合技術教育は，「工

･作」を,７学年からは,社会的生産技術の教育を行なう。
１０か年制学校は，職業準備教育およびあらゆる進学コ

ースの教育の基礎学校であり，総合技術教育の原理にも

とづく普通教育を行なう学校である。

この法律にもとづき，これまでの学校教育制は，１０か

年制の学佼制度へ移行していき，1965年秋の新学年度か

ら，統一的な学校制度となった。そこで，こんごの学校

制度を発展させるために，1965年２月25日付で「統一的

社会主義的教育制度にかんする法律」が制定され，それ

にもとづいて，現在の教育が行なわれている。

この論文では，はじめに，東ドイツの学校組織および

10年制学校の教科課程について，かんたんにのべ，つい

で，７学年～10学年の「技術教科目」の内容や方法につ

いて，教科書や教師用害によって，具体的に紹介してい

くことにしよう。

２．学校組識と教科課程

現在の学校組織を図示すると，次ページの図Ｌのよる

である。

図１において，「職業教育と普通教育充実」のコース

は，８学年につながる４か年の課程であり，これは，１０

年制統一学校の設置が完了するまでのものである。

「職業教育をともなうアピツール・クラス」とは，こ

の課程（10年の上の２か年）の卒業試験に合格すれば，

大学進学の資格をえられるクラスである。．

このアビッールとともに，図にしめす「職業教育をと

もなう拡張オーベルシューレ」は，ともに10か年学校の

５５
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国語も，ＡおよびＢコースより少ない。ＡおよびＣコー

スは，Ｂコースより理数科の時間数の少ないだけを外国

語にまわしている。両コースともに，ロシア語のほかに

第２外国語，第３外国語を復習するコースであるが，Ａ

コースとＣコースのちがいは，Ｃコースは，第３外国語

の時間数が，Ａコースより多く，その分だけ，ドイツ語

および生物の時間数が少ない。

夜間大準

介介介

仁坤 通信教育 大 学
声Ｌ二

産

恩成人縮弁 ｉ↑
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三

上の２か年の課程であるが，３か年にわたって，大学入

試の準備と職業教育を受ける方法もある。

なお，この２か年の課程は，Ａ，Ｂ，Ｃのコースにわ

かれる。これらのコースのちがいは，理・数科，外国語

の時間数のちがいである。Ｂコースは，数学・物理・化

学・生物の時間数が，Ａコース．Ｃコースより多く，外

国語は，ロシア語のほか第２外国語だけで，その第２外

職業教育
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つぎに，１０カ年制統一学校の教科課題表をしめすとつぎのようである。

表１１０か年制学校の教科課程（1959.60年度）

巴可

（注）１年間の授業数は３８週

以上の表において，「技術教育科目」は，第１～６学

年までは，「作業」であり，これは手工具による労働を

意味する。ついで，７～10号錘Fでは，「工業（技術）製

図」と「生産労勘」が，技術教育の教科目となり，各週

４～５時間に及び，時間的にもかなり重視されている。

これらの教科目(こよっに，生徒たちは，組織的に，社会

主義生産の科学技術的知識・社会経済的基礎を習得させ

られるし，実習によって，現代の機械・器具の操作を教

えられる。

これらの教科目の具体的内容については，次号から詳

述していく。ここでいう「工業（技術）製図」は，日本

でいえば，「製図通則」「機械製図」「木材加工のため

の製図」「電子技術における製図」がふくまれている。

｢生産労働」の教科の内容は，「機構」「材料」「電子」

「計測と制御」「加工」などの技術領域がとりあげられ

上級学年になると企業との密接な接触によって，社会的

有用労働に参加するのである。

なお，日本の「技術・家庭科」のように，工的教科の

ほかに「調理・被服製作」などは，教科課程の中にほと

んどふくまれていない。ただ，「裁縫」が，３～４学年

で，男女共通に週ユ時間ずつとりあげらえ，これが５～

６年では，選択教科になっている。なお，１０か年制学校

にならない以前では，「裁縫」は，女子のみの「ハミダ

シ」教科として，３～８学年までに，週１時間を課して

いた。したがって，この１時間だけ，女子の週当り時間

数が男子より多くなっていた。「調理」については，１０

年制学校の教科･課程では全く取りあげられていない。

次号から，７～10学年の「技術教育教科」の内容につ

いて，最近の資料によって，具体的に紹介することにし

よう。（以下次号）
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糖鋲一
職業訓練法の改訂

-10月１日より施行一

昭和22年に施行された職業訓練法の改訂案が国会で成

立し，１０月１日より施行されることになった。それによ

ると，①職業訓練の課程を拡充整卿術して一貫したものに

する，②技能検定するとともに民間に移管するなどで，

「技術革新」の進展と，技能労働者の不足（43年６月労

働省調べで184万名，そのうち製造業が132万名）に対応

して「腕と頭をかね備えた新しいタイプの技能労働者」

を養成し，産業界に供給することをねらったものであ

る。その具体的な内容をみるとつぎのようである。

職業訓練の体系と種類，施設

これまで，実施団体によって，総合職業訓練所，一般

職業訓練所，事業内職業訓練所の種類にわかれていた

が，このうち総合職訓と一般聯訓を１本化して，公共職

業訓練所とし，事業内職訓は「認定職業訓練所に改称す

るとともに，訓練基準を統一する。

また，職業訓練はつぎの５段階にわけて体系化する

①中卒・高卒などの未経験者が受ける養成訓練

②一般工が熟練工になるための向上訓練

③転職するための能力再開発訓練

⑤技術革新にそなえて受ける再訓練

⑤指導員養成のための訓練

つぎに，養成訓練課程は，専修訓練課程と商等訓練課

程とし，高等訓練を終った者には，技能検査を行って，

それに合格した者には「技能士補」にする。

公共職業訓練施設は，専修訓練校，高等職業訓練校，

職業訓練大学:佼および身体障害者訓練枝とする。また市

町村も公共職業訓練施設を設腫することができる。

事業主の行なう職業訓練は，これまで養成訓練だけで

あったが，こんごはすべての職業訓練に拡大することが

できる。

技能検定

職菰ごとに，等級に区分し，いままでどおり実技試験

と学科試験によって行なう。これに合格した者に「技能

士」の名称を与える。この技能検定の業務は，中央技能

検定協会および都道府県技能検定協会を設立して，民間

に移管する。
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なお，この改訂にそなえて，４４年度予算として，一般

会計予算に44億2686万円，失業保険特別会計予算に87億

7705万円，労働者災害補償保険特別会計に，１億3095万

円，石炭対策特別会計に１億4242万円を計上してるい。

労働省では，中小企業の職業訓練団体の育成をはか

り，職業訓練の普通拡大をはかって，職業訓練生を計画

的に倍増する予定である。しかし，前号の情報柵でとり

あげたように，訓練生の集まらない公共職業訓練所も多

く，高卒者(普通諜程･挫業課程･水産課程など）に入

所を積極的に働きかけている。

職業研究所の開設

労働省は，人手不足対策の１つとして，人と職業に関

する問題を，心理学，社会学の立場から総合的に調査・

研究することを目的として，「職業研究所」を東京・大

手町の労働省別館３階に開設した。所長は，心理学者の

樹木貞二氏である。

当研究所の今年度の研究テーマは，①職業変化の実態

と動向分析，②年少労働者の職業適応に関する分析，③

府榊簿弱者の職業適性評価方法の開発などである。とく

に同研究所では，簸近わが国の「技術革新」の進展と経

済の高度成長にともなって，若年労働者の不足や労働力

人口が高年令化するなど，職業・労働市場の構造がいち

じるしく変化し，こんご能力主義や中高年令者・身心障

害者の活用，単調労働をどうするかなどの諸問題が予想

され，これらの問題に対処するためにも，人間の職業能

力・職業適性について，科学的研究をすることが必要で

あるとしている。そして将来には，欧米諸国の先進国に

みられるように職業構造の変化や雇用動向などについて

の職業展望や職業案内のハンドブックをつくったり，各

種の職業適‘性検査を開発などして，労働者の職業能力を．

フルに発揮させ，産業界の労働力の確保に役立てること

を目ざしている。

この研究所は，労働省の外廓（直轄）団体である「雇

用促進率業団」が管理し，昭和48年に開設予定の東京・

中野駅前の「勤労青少年センター」内におかれる。

この研究所のスタッフは，理在ﾕ5人であるが，中野の

勤労青少年センターに移転して，本格的な仕事をはじめ

るさいには，人貝も60端になる予定である。

Ｐ

丙
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現在，職種の変転がいちじるしく，従来の「適性」概

念が検討されなくてはならなくなり，しかも労仙力の不

足から中高年令層や身体障害者の職業能力の活用が問題

となっているとき，この研究所はひとつの意義があると

いえるが,かつての職業指導の歴史から明らかなように
この研究が雇用者のための「心理学」・｢社会学」になり

はててはならない。

５年後に小学校教員の需要が増加

昭和49年度から，小学校教員の需要が増加することが

予想される。その第１の理由は，終戦後のベピーブーム

の子どもたちが成長し，結婚者がふえてくること。その

ため，出産数が多くなり，４９年度ごろから学令期に達す

る子どもが多くなることである。このことは，厚生省の

人口関係調査でも，はっきり裏づけられている。このよ

うに学令期児童の増加，すなわち，第２世によるベピー

ブームが小学校におしよせるので，第１世のときのよう

に｢すしづめ学級｣を再現し，現在の学級編成基準を“改

悪”しないかぎり，教員の需要は増大せざるをえない。

つぎに，現在の教員構成をみると，全国的に40代が多

数をしめている。これらの40代教師が，あと５～６年を

すぎると，本格的に退職期になり，それが昭和49年度か

らはじまる。そのため教員の新規採用を大幅にふやさな

くてはならない。

以上の２つがおもな理由となって，昭和49年以降，小

学校教員は毎年ずわと不足することが見とおされるしそ

れにともなって，中学校教師の不足も予想される。

こうした見とおしから，文部省はまず教員養成大学に

おける小学校教員菱成課程の45年度入学定員をかなりふ

やす必要があるとみている。４４年度の入学定員は9340翁

であったが，４５年度には，これを思いきって上まわる数

にしたい。しかし，具体的にどの程度ふやすかは，いま

のところ計画がたたない状況にある。と.<に，現在，教

員菱成大学では，大学紛争や現行施設の状況では，入学

定員の増加に難色をしめす大学が多いので，４５年度概算

要求提出期（８月末）までにどのような結論が出るだろ

か。ここでも，ひとつ自民党設立の教員養成のための

「モデル大学」でもつくったら，いかがなものだろう

か。そしたら，またひとつ教育史の上に汚点を残すこと

ができるだろう。

｢望ましい未来の学校像」，
－全国連合小学校長会のアンケートー

全国小学校長会が３年がかりで，アンケートの結果を

まとめて報告書を出した。それによると，小学校長た

ちが，未来の学校像をどう考えているかをおおよそうか

がうことができる。そのなかで特徴的なことをいくつか

あげてみよう。

小学校の修業年限一義務教育年限は大幅に延長すべ

きだとする者が圧倒的に多いが，小学校段階での年限延

長は考えていない。すなわち，６年制小学校を支持して

いる者が相当数をしめている。

編成一一現行の学級を教育の基本単位とし，それに能

力別制などを，学級単位制の基本をくずすことなく導入

するとする者が多い。

教職員一学級担任制の教員配置をすじとしながら，

専任教員を増員し，教科担任制的な指導法上の一部導入

が必要であるとする考え方が多い。

教育課程一国の拘束力を強めることに反対の意向は

苑をしめ，これに加えて，拘束力をゆるめて学校や教師

の自由な創造力を大幅に生かすようにしたいとする者が

苑である。このことから，教育課程の運営において，自

由性を強調する考え方をとっている。しかし苑は，国の

拘束性を強めることを望んでいる。

教育内容については，子どもの全面的発達のため，一

面では基礎力を培い，他面では創造性の開発を重視する

調和的な人間形成をめざすものが望まれている。しかし

アンケートによる結果の当然のこととして,具体的に｢全

面的発達」がなにを意味するかがはっきりしていない。

授業時間一現行の総時間数を削減すべきとする者が

圧･倒的に多い。

教育方法一民族愛・祖国愛にもえる人間，集団のな

かでの個人の完成，民主主義の価値観の形成をいずれも

教育方法のなかに生かすべきであるとする者が絶対多教

をしめている。

教科書一一現行の検定制・無償制を支持する者が多

く，検定制の廃止は絶対反対との立場をとる者が圧倒的

に多いことは，小学校長の保守性をきわだたせている。

その他一そのほかの特徴的な意見をつぎに列記しよ

う。

現行の教委制度では格差がちぢまらない。教委制度を

廃止すべきであるとの意見が多い。

教職員の職務は性質上労働法より除外すべきである。

教員個人の思想（左右の極端）が授業のなかに入るう

れいが多くなってきているから，校長等の権限を大にし

て，中正をたもつよう，措置されるべきである。（Ｔ）
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＜研究のはしら＞

①わたしたちのめざす教科課程

③技術・家庭科教育と技術史的側面

⑤子どもの認識過程と教科課程

く日程＞

②材料・道具・機械をどう教えるか

④技術・家庭科教育と労働過程

第18次産業教育研究大会要項

テーマ：新しい教科課程の建設

時：昭和44年８月７日（木）～９日（土）

場：広脇県佐伯郡宮島町「まこと会館」

日
会

pｒ

ＦＪ

く 講演＞

麓'謹蕊後藤豊治教育課程の変遷と現場実践の役わり

く分科会＞

第１（加工部会）第２（機械部会）第３（電気部会）第４（栽培･部会）

第５（被服部会）第６（食物部会）第７（高校部会）

＜ゼミナ＞

分科会における討論のはしらを明確にし，研究大会をみのりあるものにするために，連盟本部研究部よりの提

案を中心に検討する。

＜提案について＞

各分科会での提案を募ります。提案希望者は，７月10日までに1,000字以内の要項を申しこみ先へ送付して下

さい。

＜申込み先＞

東京都目黒区上目黒５丁目８－９産業教育研究連盟本部

（電話）東京-712-8048(ふりかえ）東京55008番

く大会参加費＞

７００円７月25日までに本部宛申込むこと

く宿泊＞

広島県宮島町「まこと会館」

宿泊申込者は予約金300円を７月25日までに本部宛申込むこと

く申込み方法＞

氏名，所属機関，連絡場所，希望分科会宿泊日付を記入し，大会参加費，宿泊予約金，合計1,000円を本部

宛送付すること

6２

８月７日(木）

８月８日(金）

9．３０１０１１１２１．３１４１５１６１７１８１９２０２１
１１

受付

・分科会

講演 ゼミナ 休憩

休憩

分科会

分科会

休憩

休憩

懇談会

懇談会

８月９日(土） 全体会
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第９回技術・家庭科夏季大学講座要項

会 期：昭和44年７月29日(火)～31日（木）の３日間

場：東京都立教育会館（東京都新宿区赤城元16）

（電話）東京-260-3251

地下鉄東西線（国電・高田馬場，国電・飯田橋連絡）で神楽坂駅下車，飯田橋より

の出口を出て徒歩で約２分

会

『..ー…""ー…..－…..－……一.‘…一…..－.....－'….一・…"－，.…一'…'一'〃…－，…･一…ご一＝-雲---'…･一……一…'･一…･クー'…'一…‘･一…''一…'‘一.ｉ目

講座内容と講師

技術教育における「技術」の概念…………………………日本学術会議員福島要一

改訂学習指導要領の審議過程・……………………･……･…宇都宮大学教授馬場信雄

生活と高分子化学…･…………･･………．．…･………………明治学院大学助教授岩本正次

サイバネチックスと教授過程……･……………･…………･東京工大教育学研究室井上・光洋

食品と公害………･……………………･…………･……国立栄養研究所岩尾裕之

工作機械の歴史………･………･…………．．………･……･…東京工大教授山崎俊雄

切削用拾・工具の基礎知識・……･………･…………………蛇の目ミシン技術課大竹良重
・・可･手零

技術・家庭科の授業過程………･…･…･……………………産llL教連研究部li村田昭治

参加会費および申込み

１．会賀：3,000円

２．定員：８０名（会場の関係で定員に達した場合，申込期日前に締切る）

３．申込方法：７月20日までに予納金1,000円をそえ，下記申込様式により申込むこと

（なお不参加の場合予納金は返却しない）

４．申込先：東京都目黒区東山１丁目12-11

産業教育研究連盟「講座」事務局

（電話）東京-713-0716（振替）東京55008番

５．宿泊：原則としておせわいたしません。

６．申込様式：連絡場所・所属学;佼名

氏名

!．

戸司

＝＝=。■一ＦＤＰ一Ｆ－．一一マ ーーーニムョ▲一一▲~■＝＝ータクａ４ａ---
--ケーワワ宇年ダーグ"。。▲ーﾀぴり茸茸一ケタF凸勾一垂ニロゴターデヴタグ●一タグザタ〃一夕””ヴクーヶ”クタ”一少①①
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技術教育

学習の協同化･…．．………………………保泉,信二

新しい機械学習をめざして(4)…．．……･村田昭治

エンジンの分解…………………………志村･嘉信

オシロを使った電気学習………………廉嶋泰好

トイシの安全,作業………･･…………･…永嶋利明

小学校家庭科教育についての

親の関心度･……………･……･尾崎しのぶ

鯛
◇いよいよ夏季休暇にはいりま

す。休暇中にかかわらず，子ども

たちの科外指導や，各種の研修会

へのご出席などで，暑い夏をすご

されるかたも多いことと思いま

問教育団体の全国研究大会は，夏す。とくに，各種の民間教育団体の全国研究大会は，夏

休暇に集中していますので，東奔西走されるかたも多い

と思います。

◇本連盟も本題でおしらせしていますように，定例の夏

季大学誰座を東京で，研究大会を広島県宮島で開きま

す。社会状勢が，大学問題を契機に反動化がますます進

行しているとき，教師が民主的教育をしっかり守りぬき

戦前のようなファッショ的な教育をふたたびくりかえさ

ないために，教師の自主的研究と実践の姿勢を確固たる

ものにしなくてはならない時代であると思います。本連

盟の講座および研究大会が，そのためひとつの源になれ

ば幸いと思います。いろいろな条件があると思います

が，本誌でむすばれている先生がたの沢山の参加を期待

6４

技術教育

昭和44年７月５日発行

発行者長宗泰造

発行所株式会社国土社

東京都文京区目白台１－１７－６
振替・東京90631篭(943)3721

営業所東京都文京区目白台１－１７－６
電（943）3721～５

顧凸一一一一一一一一国一一

ジ、′Ｌハヶヘジーヘジ、〆池ヘジヘハヅーグ、涙

９月号予告（８月20日発売）

筋肉作業の生化学…･…･……:…………藤井清久

教育工学の基礎(5)．．……………………･井上光洋

ソビエトの家政⑪……………･………･･豊村洋子

ドイツ民主共和国（東ドイツ）の

技術教育(2)……．．……………･清原道寿

製作図集(4)…………．．………………･…編集部

しています。

◇研究大会で深められた研究成果については，本誌の１０

月号に特集します。誰座に参加されたかたがた，および

研究大会に参加されたかたがたは，ぜひ本誌へお玉稿を

およせ下さい。締切りは８月20日までです。原稿枚数は

400字で19枚以内でお願いします。

◇本誌に連戦しました秋田大学の佐藤先生の「教師のた

めの電気理論」が，新しく手を加えられて「電気理論の

基礎学習」という護名で，国土社から新刊されました。

ぜひ，みなさまの座右にそなえて下さい。

◇７月末までに，本連盟編の「技術・家庭科の指導計

画」が新刊されます。さきに「技術科の指導計画」を公

刊しましたが，それと全く新しく稲をおこし，家庭科的

内容もふくめました。改訂指導要領が出されました時期

に，ここ10年間，讃みあげてきた自主的実践的研究の成

果をここに世に問うわけです。みなさまの読後意見を本

誌におよせ下さい。

８月号No.２０５．

定価170円（〒12）１カ年2040円

編集産業教育研究連盟
代表後藤豊治

連絡所東京都目黒区東山1-12-11
篭（713）０７１６郵便番号１５３

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い
いたします。

Ｆ

Ｆー



育の原理と方法
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瀞1聯濁灘i灘１１

ある”，育瞳

竜メ

技術･家庭科教育の創造ＪＪ
ゴグ｡pI

創造的な実践を研究する産教巡が,技術教育に対する考え方と位置づけを

明らかにしながら、教材と内容の柵成を考察し、技術・家庭科教育のあ

り方と将来の展望を述べた。Ａ５判上製価980円

編
幸
目
明
エ

教
連
業
究
産
研霧

J編尉

技 術教育の学習心理
鵠偶

詮;'7F-記

従来の産業心理学研究で,現実の授業場面における生徒の学習心理過継の

分析がなされなかった点を,計画的な観察と詳細なデータによって克服し，

技術教育論を初めて体系化。Ａ５判上製函入価900円駕道妻著

瀞；
３，１，‐‐年
上一一ｹ

▽ｰ△,ﾄ

/繍論
･ク

技
中学の工業技術教育のあり方を追求し続けてきた著者が,現在の技術革新

を労働内容の変化の面から分析し,労働力を育てるための技術教育の基本

問題を検討し、原理と方法を究明した。Ａ５判上製函入価950円
清原道寿著

新 しい家庭科の実践
教科の変遷と自主編成の歩みを縦糸に，小・中・高校における内容の検

後藤豊治著討を横糸にして，家庭科教育の本質に迫った。教材と教授法を大胆に組
みなおして，現場の悩みに応える。Ｂ６判上製価550円

技 術教育と災害問題
鯨著撫離職窯瀞撫鮒蝿鯉Ｂ６判価500円

改 訂食物学概論
最近の研究成果をことごとく猟入し，基礎栄養学と基礎食品学の概念を

稲垣長典著はじめ，個々の問題をやさしく詳解した。学生・家庭科教師・調理研究
家必読の書。 Ａ５判上製函入価950円
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中学の技術。家庭科--で習得すべき工業分野の基礎知識

を，多数の図版と写真を駆使してJやさしく解説した。
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すべての製‘作の関門となる製

図から，時代の先端をゆく吃

子計算機の複雑さにいたるま

で，広く工業技術の雌礎を説

き明かして，日常家庭生活か

ら，中学での学習にも役立つ

ように，写真・図版を多数挿

入して，やさしく解説した。

読んですぐ製作実技にとりか

かれる多数の製作例をあげな

がら，実際的知識がえられる
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